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2３ 

は
じ
め
に

近
世
の
農
民
は
、
そ
の
居
住
地
域
が
有
し
て
い
る
地
理
・
政
治
・
経
済
・
文
化

な
ど
の
条
件
に
規
定
さ
れ
な
が
ら
生
業
に
従
事
し
、
生
活
を
営
ん
で
い
た
。
生
業

の
中
心
は
農
業
で
あ
り
、
一
般
に
平
野
部
の
低
湿
地
帯
で
は
米
作
中
心
、
台
地
村

落
で
は
畑
作
中
心
の
農
業
が
展
開
さ
れ
た
。
し
か
し
、
近
世
の
農
業
経
営
形
態
は

地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
海
川
付
き
の
村
落
で
は
漁
業
と
の
兼
業
が
多

く
み
ら
れ
、
ま
た
山
付
き
の
村
落
で
は
山
稼
ぎ
と
の
兼
業
が
一
般
的
な
姿
で
あ
っ

た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
意
味
で
、
地
域
環
境
と
生
業
と
は
不
可
分
の
関
係
に
あ

り
、
こ
れ
に
市
場
な
ど
の
作
用
が
働
い
て
そ
の
地
域
特
有
の
生
業
を
育
ん
で
い
っ

た
。本
稿
で
対
象
と
す
る
下
総
台
地
は
、
千
葉
県
の
中
部
以
北
、
利
根
川
ま
で
、
西

は
東
京
湾
岸
か
ら
東
は
太
平
洋
沿
岸
に
ま
た
が
る
台
地
で
、
南
部
の
上
総
台
地
と

連
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
台
地
に
は
畑
地
と
平
地
林
と
が
混
在
し
て
広
が
っ
て
い

る
が
、
畑
地
の
多
く
は
近
世
・
近
代
の
開
墾
で
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
台
地
面
に
は
諸
方
か
ら
浸
食
谷
が
枝
葉
状
に
伸
び
て
谷
津
田
が
形
成
さ
れ
、
こ

の
地
域
の
景
観
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
台
地
の
面
械
約
一
九
○
○
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
う
ち
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
谷
津
田
だ
が
、
残
り
の
八
五
パ
ー
セ
ン
ト

は
火
山
灰
が
降
り
積
も
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
関
東
ロ
ー
ム
層
の
台
地
面
で
あ
る
。

近
世
社
会
の
も
と
で
開
発
さ
れ
た
下
総
台
地
村
落
で
は
、
畑
作
を
中
心
と
し
た

農
業
を
主
体
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
細
部
を
み
て
い
く
と
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
生
業
の
組
み
立
て
を
行
い
、
畑
作
物
だ
け
で
は
生
計
を
維
持
で
き
な
い
村
落

も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
検
地
に
よ
っ
て
畑
地
と
し
て
高
請
け
さ
れ
な
が
ら
、
畑

作
物
の
栽
培
に
適
さ
ず
、
植
林
し
て
薪
・
鹿
朶
・
炭
な
ど
の
林
産
物
を
生
産
し
、

近
世
後
期
に
お
け
る
下
総
台
地
西
部
村
落
の
地
域
環
境
と
生
業

ｌ
下
総
国
葛
飾
郡
藤
原
新
田
の
松
喰
虫
喰
い
荒
ら
し
一
件
を
通
し
て
Ｉ

一
地
域
環
境
と
農
村
の
疲
弊

二
）
下
総
台
地
の
開
発

近
世
に
入
る
と
、
下
総
地
域
は
総
城
下
町
江
戸
の
後
背
地
と
し
て
幕
府
の
重
要

施
設
が
位
置
づ
い
た
。
下
総
台
地
に
は
小
金
牧
や
佐
倉
牧
と
い
っ
た
幕
府
の
直
轄

こ
れ
を
生
業
の
中
心
と
し
て
い
た
村
落
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
村
落
の
一
つ
に
下
総
国
葛
飾
郡
藤
原
新
田
が
あ
る
。
近
世
後
期
に
な

る
と
、
こ
の
村
に
も
質
屋
・
米
穀
販
売
・
酒
醤
油
小
売
な
ど
の
諸
稼
ぎ
に
従
事
す

る
農
民
が
散
見
で
き
る
よ
う
に
な
る
が
、
生
計
の
中
心
は
林
産
物
の
生
産
に
依
存

し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
村
が
大
都
市
江
戸
に
海
路
六
里
と
近
か
っ

た
こ
と
、
ま
た
下
総
行
徳
の
塩
業
地
に
陸
路
二
里
と
隣
接
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が

薪
生
産
中
心
の
生
業
を
可
能
た
ら
し
め
て
い
た
が
、
文
化
年
間
に
は
じ
ま
る
松
喰

虫
の
異
常
発
生
に
よ
っ
て
生
業
を
脅
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
藤
原
新
田
の
農
民
が
松
喰
虫
の
異
常
発
生
に
よ
る
生
業
の
危
機
に

直
面
し
て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
克
服
し
て
い
っ
た
の
か
を
領
主
や
農
民
の
動
向

（
１
）
 

を
追
い
な
が
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。
松
喰
虫
の
発
生
自
体
は
自
然
災
害
だ
が
、

こ
れ
に
か
か
わ
っ
て
人
の
側
が
ど
の
よ
う
に
動
き
、
こ
の
問
題
に
対
応
し
て
い
っ

た
の
か
を
見
極
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。
こ
の
問
題
は
農
民
の
生
業
維
持
へ
の
取

り
組
み
や
そ
れ
へ
の
領
主
の
対
応
を
浮
き
彫
り
に
し
て
お
り
、
生
業
の
持
続
性
の

観
点
か
ら
も
き
わ
め
て
示
唆
に
富
む
事
例
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
問
題
の
克

服
過
程
で
、
村
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
騒
動
を
誘
発
し
、
農
村
復
興
が
単
に
松
喰
虫

の
被
害
か
ら
立
ち
直
る
ば
か
り
で
な
く
、
村
内
融
和
の
問
題
も
重
要
な
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

根
崎
光
男
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2４ 

牧
が
設
定
さ
れ
た
ほ
か
、
下
総
一
国
全
体
が
幕
府
熈
場
に
も
指
定
さ
れ
、
下
総
船

橋
地
域
は
幕
府
の
大
筒
稽
古
場
と
も
な
っ
て
い
た
。
ま
た
江
戸
へ
の
出
入
口
と
な

る
江
戸
川
沿
い
に
は
、
水
戸
道
中
に
金
町
・
松
戸
関
所
、
佐
倉
道
に
小
岩
・
市
川

関
所
が
置
か
れ
、
厳
重
な
取
締
り
体
制
が
敷
か
れ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
下

総
地
域
は
江
戸
に
隣
接
し
た
こ
と
で
、
生
活
物
資
の
供
給
地
と
し
て
も
重
要
な
役

割
を
に
な
っ
て
い
た
。

一
方
、
下
総
国
内
で
は
近
世
前
期
よ
り
台
地
部
や
臨
海
部
で
大
規
模
な
開
発
が

進
ん
だ
。
特
に
、
直
轄
牧
の
一
部
で
は
近
世
を
通
じ
て
新
田
開
発
が
進
め
ら
れ
、

多
く
の
近
世
村
落
が
成
立
し
て
い
っ
た
。
下
総
台
地
の
開
発
が
歴
史
的
に
ど
の
よ

う
に
進
捗
し
た
の
か
を
見
極
め
る
の
は
む
ず
か
し
い
が
、
江
戸
内
湾
の
台
地
西
部

や
北
部
の
利
根
川
沿
い
で
は
寛
文
・
延
宝
検
地
に
よ
っ
て
多
く
の
新
田
村
落
が
成

立
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
宛
。
下
総
国
の
近
世
中
期
以
降
の
石
高
は
、
一
八
世

紀
初
頭
の
「
元
禄
郷
帳
」
で
は
お
よ
そ
五
六
万
八
一
一
一
一
一
一
一
石
（
一
四
八
六
か
村
）

で
あ
っ
た
も
の
が
、
’
九
世
紀
前
半
の
「
天
保
郷
帳
」
で
は
お
よ
そ
六
八
万
一
○

六
一
一
一
石
（
一
六
二
三
か
村
）
へ
と
推
移
し
、
こ
の
一
一
一
一
○
年
の
間
に
お
よ
そ
一
一

万
石
増
加
し
、
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
を
示
し
た
。
こ
の
石
高
の
増
加
は
生
産

力
の
向
上
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
大
部
分
は
新
田
開
発
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
下
総
台
地
の
開
発
は
寛
文
・
延
宝
期
と

享
保
改
革
期
、
そ
れ
に
文
化
・
文
政
期
を
画
期
と
し
て
進
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と

推
定
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
文
政
四
年
二
八
二
一
）
正
月
、
下
総
・
上
総
両
国
の
幕
領
を
支

配
し
た
竹
垣
庄
蔵
が
郷
村
引
渡
し
に
際
し
て
山
田
茂
左
衛
門
・
大
草
四
郎
右
衛
門

に
宛
て
た
「
申
送
習
国
に
は
、
下
総
台
地
の
一
部
が
開
発
の
真
っ
只
中
に
あ
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
、
「
下
総
国
六
方
野
之
内
、
新
開
之
儀
元
郡
代
役
所
江
相
願
、
吟
味

之
上
反
別
四
百
四
拾
八
町
三
反
壱
畝
廿
六
歩
之
内
九
拾
壱
町
八
反
八
畝
廿
五
歩
、

往
還
道
敷
其
外
田
畑
道
代
引
二
相
立
、
残
反
別
三
百
五
拾
六
町
四
反
三
畝
歩
新
開

場
二
被
仰
付
、
右
之
内
百
拾
八
町
歩
者
去
ル
亥
（
文
化
一
二
年
）
占
卯
（
文
政
二

年
）
迄
五
ヶ
年
、
二
百
三
拾
八
町
四
反
三
畝
歩
者
去
ル
亥
占
巳
（
文
政
四
年
）
迄

七
ヶ
年
鍬
下
」
と
あ
り
、
広
大
な
土
地
の
開
発
が
進
行
し
て
い
た
。
そ
の
際
に
は

往
還
道
や
農
道
も
整
備
さ
れ
、
開
発
時
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
同
じ
時
期

（
二
）
藤
原
新
田
の
生
業
基
盤

前
述
し
た
よ
う
に
、
下
総
台
地
に
は
幕
府
の
馬
牧
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

う
ち
台
地
西
部
の
小
金
牧
付
近
の
原
野
は
寛
文
期
か
ら
延
宝
期
に
か
け
て
新
田
開

発
が
進
み
、
数
か
村
の
新
田
村
落
が
成
立
し
た
。
そ
の
一
つ
に
下
総
国
葛
飾
郡
藤

原
新
田
（
現
船
橋
市
藤
原
町
）
が
あ
る
。
藤
原
新
田
は
行
徳
か
ら
木
下
に
通
ず
る

木
下
街
道
沿
い
の
村
落
で
あ
り
、
村
落
成
立
時
よ
り
幕
末
ま
で
幕
府
直
轄
領
で
あ

っ
た
。
村
か
ら
一
里
余
の
距
離
に
は
船
橋
宿
・
八
幡
町
・
鎌
ヶ
谷
宿
な
ど
の
宿
場

が
あ
り
、
二
里
余
隔
て
た
と
こ
ろ
に
は
行
徳
の
塩
業
地
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
江
戸

ま
で
の
距
離
は
海
路
六
里
、
陸
路
七
里
で
あ
っ
た
。

延
宝
三
年
二
六
七
五
）
九
月
、
幕
府
代
官
伊
奈
左
門
忠
利
の
検
地
を
受
け
、

藤
原
新
田
は
村
高
六
六
五
石
九
升
三
合
の
規
模
を
も
つ
新
田
村
落
と
し
て
成
立
し

た
。
そ
の
後
、
延
宝
七
年
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
○
）
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）

の
検
地
に
よ
っ
て
石
高
を
増
や
し
て
七
○
四
石
五
斗
六
升
九
合
の
村
高
と
な
り
、

幕
末
に
い
た
っ
た
。
こ
の
石
高
の
田
畑
ご
と
の
等
級
反
別
は
第
１
表
に
示
し
た
通

り
、
田
方
は
土
地
全
体
の
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
だ
け
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

畑
方
で
あ
っ
た
。
そ
の
畑
方
の
な
か
で
も
下
畑
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
畑
地
が
全
体

の
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。
つ
ま
り
、
藤
原
新
田
農
民
の
生
計
は
畑
方

の
生
産
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

宝
暦
一
○
年
（
一
七
六
○
）
一
二
月
の
村
明
細
幅
）
に
よ
る
と
、
土
質
は
下
田
が

に
下
総
国
千
葉
郡
長
沼
新
田
内
の
野
銭
場
の
一
部
も
開
発
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
に

は
「
反
別
五
町
壱
反
七
畝
九
歩
之
内
、
壱
町
弐
反
九
畝
九
歩
者
畑
囲
土
手
作
場
道

代
等
二
引
之
、
残
三
町
八
反
八
畝
歩
、
此
内
三
町
八
セ
歩
者
畑
方
二
開
発
、
八
反

歩
者
畑
囲
風
除
林
畑
二
相
仕
立
、
御
高
入
二
相
成
候
上
ハ
納
来
候
野
銭
免
除
之
祇

二
候
処
、
年
季
中
開
発
不
行
届
、
追
々
年
延
之
上
去
ル
丑
（
文
化
一
四
年
）
占
巳

（
文
政
四
年
）
迄
五
ヶ
年
鍬
下
年
延
申
付
置
候
」
と
あ
り
、
こ
の
一
帯
の
畑
地
開
発

に
は
開
発
し
た
畑
を
囲
う
防
風
林
〈
こ
の
防
風
林
は
林
畑
と
し
て
位
付
け
さ
れ
、

木
が
植
え
ら
れ
た
が
年
貢
上
納
の
義
務
を
負
っ
た
）
の
造
成
を
伴
っ
て
い
た
。
砂

塵
に
よ
る
作
物
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
開
発
の
時
点
か
ら
講
じ
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
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2５ 

第１表地目構成と反別

貢
「
け
と
う
土
」
、
下
畑
が
「
黒
野
土
」

拝
と
記
さ
れ
、
生
産
性
の
低
い
土
地

嘘
で
あ
っ
た
。
作
物
に
つ
い
て
は

検
「
当
村
之
儀
野
士
軽
御
座
候
故
、

ｏ
 

喝
粟
・
稗
計
作
り
申
侯
、
其
外
作
物

、
土
地
合
不
申
侯
間
一
切
作
不
申
侯
、

窪
野
士
軽
御
座
候
故
、
寒
気
強
、
霜

鮭
も
柱
四
五
寸
程
穿
立
申
侯
間
、
寒

剰
一
一
ま
け
麦
作
年
々
抜
、
実
入
悪
敷

印
難
儀
仕
候
」
と
記
さ
れ
、
土
質
が

噸
悪
い
た
め
作
付
け
に
苦
慮
し
て
い

年
た
。
そ
れ
で
も
土
質
に
見
合
っ
た

麹
作
物
を
栽
培
し
、
環
境
に
適
応
さ

玩
せ
て
い
た
。
享
和
三
年
（
’
八
○

（
５
）
 

歩
一
二
）
閏
正
月
の
銘
細
帳
で
は
、
土

返
質
を
「
村
内
一
鉢
平
地
打
ひ
ら
き

両
候
場
所
二
而
土
征
之
儀
ハ
赤
土
交

ら
り
之
野
土
二
御
座
候
」
と
説
明
し

、
て
い
る
。
ま
た
田
の
稲
種
に
つ
い

歩
て
は
「
田
之
義
ハ
少
く
畑
勝
二
而
、

躯
稲
草
之
義
ハ
晩
稲
を
多
く
作
り
、

羽
種
類
ハ
奥
海
老
・
本
杢
二
而
唐
穂

魎
子
勝
二
御
座
侯
」
と
記
し
、
畑
作

紘
物
に
つ
い
て
は
「
五
穀
之
外
多
く

さ
・
作
り
出
し
候
品
、
瓜
・
西
瓜
・
大

醗
繊
根
之
義
多
く
作
り
、
行
徳
二
而
売

錘
幼
捌
、
江
一
戸
表
江
も
相
廻
し
申
候
」

詔
幟
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
畑
地
で
は

延
割
五
穀
・
瓜
・
西
瓜
・
大
根
な
ど
が

ｊ
 

性
作
付
け
さ
れ
、
行
徳
や
江
戸
に
出

荷
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
述
べ
て
く
る
と
、
畑
作
物
生
産
主
体
の
農
業
村
落
を
想
像
し
て
し

ま
う
が
、
実
態
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
土
質
の
劣
悪
な
農
業
環
境
の
も
と
で
、

畑
方
の
大
部
分
で
は
作
物
が
実
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
事
情
は
、
「
作
付
場
所
之

儀
者
往
古
占
縄
宛
所
持
二
而
、
農
業
之
間
二
者
日
雇
稼
、
亦
者
老
衰
之
者
飴
菓
子

（
６
）
 

等
商
内
、
当
日
相
凌
罷
在
」
と
説
明
さ
れ
、
畑
作
物
の
生
産
だ
け
で
は
生
活
が
維

持
で
き
ず
、
日
雇
い
や
老
人
ま
で
駆
り
出
し
て
飴
菓
子
売
り
に
従
事
さ
せ
る
な
ど

し
て
現
金
収
入
を
得
て
い
た
。
し
か
し
、
い
か
な
る
状
況
で
あ
れ
、
農
民
は
生
計

を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
田
畑
に
は
年
貢
も
賦
課
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、

耕
地
の
大
部
分
を
占
め
た
下
畑
の
多
く
に
は
「
無
是
非
松
木
植
付
、
枝
葉
伐
採
、

（
７
）
 

圭
兀
捌
」
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
り
、
こ
の
売
却
代
金
の
一
部
を
「
御
年
貴
之
引
当
」

と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
宝
暦
一
○
年
二
七
六
○
）
の
明
細
帳
に
も
「
当
村
御

年
貢
支
度
之
儀
ハ
、
年
中
男
ハ
萱
苅
取
、
松
葉
と
り
、
塩
浜
弐
里
附
送
り
、
御
年

貢
支
度
弁
渡
世
仕
候
、
女
ハ
下
く
す
さ
ケ
リ
（
草
か
り
）
薪
仕
侯
、
其
外
之
稼
一

（
８
）
 

切
無
御
座
候
」
と
あ
り
、
下
畑
に
植
え
つ
け
た
松
の
枝
葉
を
薪
と
し
て
行
徳
塩
浜

に
出
荷
し
た
稼
ぎ
で
年
貢
を
納
入
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
薪
は
塩
を
結
晶
さ
せ
る
塩
竃
の
燃
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
宮
崎
安
貞
が

（
９
）
 

著
し
た
「
農
業
全
書
」
に
は
「
塩
を
焚
く
薪
に
松
の
枝
葉
に
こ
ゆ
る
物
な
し
」
と

記
さ
れ
、
松
の
枝
葉
は
塩
釜
燃
料
と
し
て
最
適
だ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
見
解
も
あ
り
、
か
つ
て
幕
府
代
官
を
勤
め

た
小
宮
山
杢
進
が
明
和
六
年
二
七
六
九
）
八
月
に
記
し
た
「
塩
浜
由
緒
書
写
」

に
は
「
塩
焼
立
候
二
松
葉
ハ
下
直
二
当
り
候
へ
共
、
塩
之
出
来
方
あ
し
く
色
も
黒

く
罷
成
、
各
別
下
品
二
而
塩
之
利
目
薄
く
御
座
候
、
萱
木
二
而
焼
立
候
得
者
格
別

（
犯
）

塩
之
出
来
方
宜
敷
御
座
候
、
然
共
萱
木
ハ
直
高
二
御
座
侯
」
と
あ
っ
て
、
塩
釜
燃

料
と
し
て
は
松
葉
は
不
適
で
あ
っ
た
が
、
値
段
が
安
価
だ
っ
た
た
め
利
用
し
て
い

た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
萱
木
が
適
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
一
○
月
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
藤
原
新
田
で
は
下
畑

一
三
一
町
歩
余
（
こ
れ
に
は
寛
延
三
年
開
発
分
の
下
畑
が
含
ま
れ
て
い
な
い
）
の

う
ち
、
そ
の
七
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
一
○
一
町
歩
余
に
松
木
が
植
え
ら
れ
、

残
る
約
三
○
町
歩
に
農
作
物
が
作
付
け
さ
れ
て
い
た
。
村
人
の
生
活
が
い
か
に
薪

年代

等級、反別･石盤

延宝３年（1675）

反別 石盛

延宝７年

反別 石盛

寛延３年（1750）

反別 石盛

安永２年（1773）

反別 石盛
計

田畑佃畑畑敷
々

下下下林新屋
町反畝歩

2.8.0.00 

127.9.3.28 

８２２４ 

７５ 

７ 

町反畝歩

.Ｌ0５ ５ 

町反畝歩

3.6.6.12 

9.Ｌ18 

3.0.21 ５４２ 

反畝歩

3.2.00 １ 

町反畝歩

2.8.0.00 

134.9`1.15 

9.1.18 

3.0.21 

3.200 

8.2.24 

計 131.5.6.22 3.3.1.05 4.8.8.21 3.2.00 140.0.8.18 
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2６ 

第１図年貢納入量の推移

ハ
納米

５石

納永

60貧

４ 5５ 

－－ 

３ 5０ 

２ 4５ 

Ｉ １ 4０ 

0 3５ 

（
寛
政
２
）

１
７
９
０
 

（
天
保
元
）

１
８
３
０
 

（
文
政
３
）

１
８
２
０
 

（
文
化
７
）

１
８
１
０
 

（
寛
政
⑫
）

１
８
０
０
 

（
宝
暦
辺

１
７
６
０
年

（
安
永
９
）

１
７
８
０
 

（
天
保
、
）

１
８
４
０
 

（
明
和
７
）

１
７
７
０
 

（
三
）
農
村
の
疲
弊
と
領
主
の
農
村
復
興
対
策

◎
 

明
藤
原
新
田
に
お
け
る
生
業
経
営
は
必
ず
し
も
安
定
的
な
も
の
で
は
な

燕
か
つ
た
・
明
和
期
か
ら
寛
政
期
に
か
け
て
の
相
次
ぐ
自
然
災
害
は
、
田

錘
畑
経
営
を
困
難
な
も
の
と
し
た
。
ま
ず
こ
の
期
の
年
貢
納
入
状
況
を
第

雫
１
図
に
よ
っ
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
享
保
改
革
に
お
け
る
年
貢
増
徴
政

力録
策
に
よ
っ
て
、
享
保
末
期
の
自
然
災
害
に
よ
る
若
干
の
減
収
を
除
い
て
、

縮
順
調
に
上
昇
し
て
い
っ
た
年
貢
納
入
量
は
延
享
期
二
七
四
四
－
八
）

鼈
を
頂
点
と
し
て
、
明
和
期
（
一
七
六
四
－
七
一
一
）
か
ら
急
激
に
落
ち
込

年
ん
だ
。
特
に
、
明
和
五
年
か
ら
の
相
次
ぐ
自
然
災
害
に
よ
り
荒
地
が
増

辨
え
、
ほ
と
ん
ど
復
興
の
機
会
を
与
え
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
年
貢
納

部
入
量
の
低
落
傾
向
は
寛
政
末
期
ま
で
続
い
た
。
こ
の
な
か
で
村
で
は

辮
麦
種
代
な
ど
の
拝
借
を
通
じ
て
復
興
に
つ
と
め
た
が
、
却
っ
て
拝
借
金

鴎
の
返
納
が
農
民
を
苦
し
め
て
い
っ
た
。
こ
の
た
め
、
領
主
は
取
り
あ
え

昨
ず
年
貢
の
減
免
に
応
じ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
明
和
六
年
か
ら
の
五
年

ょ
間
、
畑
方
の
納
永
が
祠
撒
に
落
ち
込
ん
で
い
る
の
は
「
荒
畑
減
永
、

鑛
丑
占
巳
迄
五
ヶ
年
免
除
」
措
置
に
よ
る
も
の
で
一
年
当
た
り
畑
方

罷
永
二
○
貢
五
一
四
文
二
分
を
差
し
引
い
た
。
ま
た
安
永
五
年
（
一
七
七

貢
六
）
か
ら
長
期
に
わ
た
っ
て
低
落
傾
向
に
陥
っ
て
い
る
の
は
、
「
当
申

（
皿
）

碑
（
安
永
五
年
）
占
巳
（
天
明
五
年
）
迄
拾
ヶ
年
荒
畑
引
」
に
よ
る
も
の

年
で
あ
り
、
そ
の
対
象
と
な
っ
た
下
畑
の
荒
畑
反
別
は
二
五
町
六
反
歩
に

鳩
及
び
、
こ
れ
に
よ
り
納
永
一
○
貢
二
一
四
文
四
分
が
差
し
引
か
れ
た
。

姓
し
か
し
、
こ
う
し
た
措
置
も
功
を
奏
せ
ず
、
再
び
天
明
七
年
（
一
七
八

七
）
か
ら
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
ま
で
荒
畑
一
一
一
一
一
町
八
反
一
八
歩
の

減
免
に
応
じ
た
。
田
方
を
含
め
た
減
免
反
別
は
第
２
表
に
示
し
た
通
り

で
あ
る
。
田
方
は
下
田
総
反
別
一
町
五
反
歩
、
畑
方
は
下
畑
総
反
別
一

三
一
町
二
反
五
畝
三
歩
で
あ
り
、
そ
の
被
害
は
日
照
り
や
水
害
な
ど
に

生
産
に
依
存
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
大
都
市
江
戸
や
行
徳
塩

業
地
な
ど
の
市
場
に
比
較
的
近
か
っ
た
こ
と
が
藤
原
新
田
の
山
荷
物
の

生
産
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
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2７ 

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
明
和
八
年
に
は
下
田
が
不
作
の
た
め
全

滅
し
、
被
害
の
深
刻
さ
を
際
立
た
せ
て
い
る
。

こ
の
な
か
で
、
領
主
は
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
か
ら
荒
畑
の
起
返
し
を
奨
励
し
、

年
貢
減
免
に
よ
っ
て
下
支
え
し
な
が
ら
農
村
復
興
に
着
手
し
て
い
っ
た
。
対
象
と

な
っ
た
荒
畑
は
そ
れ
ま
で
年
貢
減
免
に
応
じ
た
二
三
町
八
反
一
八
歩
で
あ
り
、
こ

れ
を
五
年
か
け
て
超
返
し
す
る
こ
と
で
、
藤
原
新
田
を
支
援
し
た
。
そ
の
方
法
は

「
当
子
占
辰
迄
五
ヶ
年
二
割
合
、
壱
ケ
年
一
一
四
町
七
反
六
畝
三
歩
シ
、
起
返
、
御（過）

年
貢
之
儀
起
返
候
年
方
弐
ヶ
年
宛
鍬
下
御
免
、
一
二
ケ
年
目
方
本
免
御
年
貢
上
納
」

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
一
年
当
た
り
の
起
返
し
分
に
つ
い
て
は
二
年
間
の
み
年
貢

を
免
除
し
、
三
年
目
か
ら
年
貢
を
賦
課
す
る
こ
と
で
、
畑
方
の
復
興
を
支
援
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
で
、
寛
政
末
期
以
降
、
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
と
同
七

年
を
除
い
て
（
文
化
五
年
は
畑
方
の
納
永
七
貫
文
、
同
七
年
に
は
一
○
貫
五
○
○

第２表年貢引反別の推移

囿
卜
卜
同

「１

L｣ 

四
隅
四
頂
凹
Ｒ
ｕ
倶
Ｕ
Ｒ
ｕ
Ｒ
ｕ
Ｒ
ｕ
Ｒ
ｕ
Ｒ
ｕ
ｎ
Ｕ
Ｒ
ｕ
Ｒ
ｕ
Ｒ
Ｊ
、
５

０
０
 

０
０
０
０
０
０
８
８
８
８
８
 

８
８
８
８
 

僧
院
危
肛
，
仮
Ｉ
自
刎

ｌ
の
ハ
ロ
蕊
…
…
…
緋
委
懲
人
・
変
！
と

ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
表
は
藤
原
新
田
が
村
明
細
帳
な
ど

に
記
録
し
た
各
年
の
人
口
を
ま
と
め
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
で
は
一
年
内
の
詳
細
な

人
口
の
動
き
を
う
か
が
い
知
れ
な
い
の
で
、
領
主
の
人
口
増
殖
な
ど
の
農
村
復
興

政
策
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
人
口
の
動
向
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

明
和
期
以
降
の
自
然
災
害
に
よ
る
連
年
の
凶
作
及
び
天
明
の
飢
鰯
に
よ
る
農
村

荒
廃
、
さ
ら
に
は
宝
暦
・
明
和
以
来
の
農
村
保
謎
育
成
策
の
欠
如
に
よ
る
農
村
人

口
の
都
市
へ
の
流
入
及
び
漬
百
姓
・
離
村
百
姓
の
増
大
、
そ
れ
に
伴
う
荒
地
・
手

余
り
地
の
増
大
な
ど
の
危
機
的
状
況
に
直
面
し
、
幕
府
は
天
明
八
年
以
降
、
離
村

百
姓
や
貧
農
な
ど
に
対
し
て
、
農
具
代
・
夫
食
代
な
ど
を
与
え
、
農
村
へ
の
復
帰

及
び
安
定
的
な
農
業
経
営
へ
の
助
成
を
行
い
、
帰
農
を
奨
励
し
た
。
次
い
で
、
寛

政
元
年
一
二
月
に
は
夫
食
代
・
農
具
代
・
種
初
代
の
給
付
・
拝
借
と
そ
の
返
納
の

年
賦
猶
予
令
を
は
じ
め
、
寛
政
二
年
二
月
、
同
三
年
一
二
月
、
同
五
年
四
月
な

８
２
６
 

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宝
暦
期
以
降
、
藤
原
新
田
の
人
口
は
し
だ
い

に
増
大
し
、
化
政
期
に
若
干
減
少
す
る
が
、
天
保
期
に
増
加
に
躯
じ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
期
、
村
内
に
は
五
○
軒
前
後
の
家

数
が
あ
り
、
二
○
○
人
を
超
え
る
人
口
が
い
た
。
こ
の
表
で
は
多
少

の
人
口
変
動
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
大
き
な
人
口
変
化
を
と

文
が
年
貢
か
ら
差
し
引
か

れ
て
い
る
）
、
年
貢
収
納
移

の
面
か
ら
は
ほ
ぼ
立
ち
直
推

っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
の

藤
原
新
田
の
疲
弊
状
況
但

は
、
年
貢
収
納
の
落
ち
込
馳

み
や
荒
地
の
増
大
と
い
つ
新

椎ⅧⅧ艸化醜酎細祷鈍鵬
ら
も
窺
え
る
。
そ
こ
で
、
畷

近
世
後
期
に
お
け
る
藤
原
第

新
田
の
人
口
の
動
向
を
示

し
た
の
が
第
３
表
で
あ

(注）各年の村明細帳などにより作成。

年代 田方 畑方 備考

明和５年（1768）

明和６年（1769）

明和７年（1770）

明和８年（1771）

安永元年（1772）

安永２年（1773）

安永５年（1776）

安永６年（1777）

安永７年（1778）

安永８年（1779）

安永９年（1780）

天明元年（1781）

天明２年（1782）

天明３年（1783）

天明４年（1784）

天明５年（1785）

天明６年（1786）

天明７年（1787）

天明８年（1788）

寛政元年（1789）

寛政２年（1790）

寛政３年（1791）

寛政４年（1792）

寛政５年（1793）

寛政６年（1794）

寛政７年（1795）

寛政８年（1796）

寛政９年（1797）

１１J８反畝歩

5．０．０． 

９．５．０． 

1．５．０．０． 

７．５．０． 

５．３．０． 

３．１．１５． 

４．０．１５． 

３．７．１５． 

３．６．０． 

２９．０． 

３．１．１５． 

２．１．１５． 

３．４．１５． 

１．２．０． 

６．３．０． 

(約1111J歩）

6．０．１５． 

２．６．１５． 

２．６．１５． 

４．４．１５． 

町反畝歩

年貢氷免除

20賀514文２分

２５．６．０．０． 

２５．６．０．０． 

２５．６．０．０． 

２５．６．０．０． 

２５．６．０．０． 

２５．６．０．０． 

２５．６，０．０． 

２５．６．０．０． 

2５．６．０．０． 

２５．６．０．０． 

(約50町歩）

２３．８．０．１８． 

２３．８．０．１８． 

２３．８．０．１８． 

2３．８．０．１８． 

2３．８．０．１８． 

１９．０．４．１８． 

１４．２．８．１８． 

９．５．２．１８． 

４．７．６．１８． －－－１－１１１１－１１－１－１－１１－１１１１－－’－ ３３３３弓３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３硫硫報称群纈艫縢硫艤硫続称繩艦称獺緬細細秘緬臓辮織繩緬緬
(注）各年の年貢割付状より作成。

年代 家数 人口 男 女

宝暦10年（1760）

安永８年（1779）

寛政12年（1800）

享和３年（1803）

文化13年（1816）

文化14年（1817）

文政10年（1827）

文政11年（1828）

天保９年（1838）

天保13年（1842） 姻幻⑲⑲妬蛆蛆蛤卯卯
181 

224 

221 

219 

226 

243 

292 

101 

114 

118 

122 

123 

145 別ｍｍｗｌ咽一一Ｗ’
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2８ 

第４表荒畑所持者への手当金の支給

(注）寛政３年８月「御手当金払出シ覚帆」より作成。

第５表入百姓・引戻百姓への荒地起返手当金の支給

(注）寛政５年２月「荒地起返御手当金小前割賦頓控帳」より作成。

年代 寛政３年（1791） 月 賞 政５年１ 月

名前、項目 家作代 起返反別 夫食代 農具代 計 lMl発貿代 家道具代 計

中山村庄兵衛

北方村七左衛門

北方村久兵備

北方村利右衛門

鬼越村久右衛門

山野村伊右衛門

山野村庄兵術

本郷村佐右衛門

政右衛門

新左衛門

吉左衛門

忠七

水呑伝八

半右衛門

徳左衛門

庄左衛門

政右衛門

市右衛門

政右衛門

徳兵衛

甚兵術

与七

源四郎

久四郎

勘右衛門

惣八

栄六

長八

滴左iii門

竹左術門

1両２分

１．２ 

１．２． 

１．２． 

１．２． 

１．２． 

１．２． 

１．２． 

１．２． 

１．２． 

１．２ 

１．２． 

１．２． 

歩

反・・・，．・・・
●●●Ｂ●Ｇ 

３３１２２６２２２ 
２１１２１１ 

朱

２。

●●。□●●
■ 

● 

０ 

０ 

分２００００００●●●０●●●● 

■●●●●Ｇ 

１１２１１３１１１ 
１２２１２２ 

分

ＬＬ 

● 

● １ＬＬＬ１１ 

朱．，．・・・・・・・，．・・・，．．２２２０００００００００００２２０２２ 分．．・・・・・・・・・・・・・・０３０３２３０３２２２２１１１１ 両．．・・・・・・・，．．２２１２１２１２１１１１１ 
朱・・・

●ロ●●■
● 

■の●

２２００２０００ 
０ 

０００ 

分・・・

●■ら●●
● 

■●● 

１２１２０２３３２ 
２ 

１２１ 

両

● １ 

分・・・

●●●□●■ 
● 

■●●● 

●●●● 

２２２２２２２２２２ 
２ 

２２２２ 

２２２２ 

朱・・・

●の●ＣＯ●

●●●●■●●●０●■ 

２２００２０００２ 
０ 

０００００００００００ 

分・・・

。■●●●

□●●●■●●の●ＯＢ

３０３０２０１１０ 
０ 

２２２２１２１２２２２ 

両・

●●●ＤＢ １１１１１１１ 
１ 

計 19両２分 3町１反歩 3両３分２朱 2両 25両１分２朱 ６両３分２朱 9両２分 16両１分２朱

形態 名前 身代金立替全 家作代 腱具鍋釜代 夫食代 計 家族構成

引戻百姓

引戻百姓

引戻百姓

引戻百姓

引庚百姓

引戻百姓

引尻百姓

入百姓

入百姓

入百姓

入百姓

入百姓

入百姓

入百姓

入百姓

入百姓

入百姓

入百姓

勘左衛門

源四郎

久兵衛

伝八

半蔵

勘右衛門

権右衛門

嘉右衛門

長八

市左衛門

与七

伊右衛門

庄兵衛

七左衛門

作右衛門

利右衛門

栄六

十左衛門

2両２分

１．２． 

５．０， 

２．２． 

２．２． 

２．２ 

４．０． 

４．０ 

１．２． 

１．２． 

分両

●●●●ＤＣ●●０●■ ２２２２２２２２２２２ ●●ｐ□●●。●●●●１１１１１１１１１１１ 朱・・・・・・・・・・・・・・・・．２２０２２２２２２２２２２０２２０２ 
分．・・・
● 

●●●■●● 
●●Ｃ●ひ１２３１１１１３１１２２１２１２１１ 

1両2分

１．２． 

２．２． 

１．２． 

２．０． 

１．０． 

１．０． 

２．０． 

２．０． 

２．２． 

２．０． 

３．０． 

１．２． 

１．０． 

１．０． 

２．０． 

０．３． 

２．２． 朱．，．・・・・・・・・・・・，．．２２０２２２２２２２２２２０２２０２ 分．・・・・・・・・・・・・・，・・１２１１３３１１３１２０１０３００１ 両．・・・・・・・・・・・・・・・．４３８４４３５４３８５５３３２４４４ 人人人人人人人人人人人人人人人人人人木本本本木本本木本木本本木本本本木本
１ 娘

１ 

● 

１伜

１１ 伜娘

娘．

２１２ 

１２ 

娘娘娘

娘娘

●勺・口△の●■

０ 

０ 

● 

□ 

１１１１ 

１父１１１１
１１ 

娘母弟忰忰

忰伯忰忰弟忰
忰伜

●ｐ■Ｇ● 

●●●●●●｜可ロュ●●妻妻妻妻妻妻妻妻發妻妻妻妻忰妻妻雲母
計 27両２分 16両2分 8両２分２朱 31両1分 83両３分２朱 62人（男32人・女30人）
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2９ 
ど
に
繰
り
返
し
出
さ
れ
た
旧
離
帰
農
奨
励
令
な
ど
に
よ
っ
て
農
村
の
復
興
を
企
図

（
Ⅵ
）
 

し
た
。

藤
原
新
田
で
は
、
明
和
五
年
の
凶
作
に
よ
り
麦
種
に
窮
し
、
麦
種
代
を
拝
借
し

て
調
達
し
た
た
め
、
翌
年
か
ら
五
年
間
に
わ
た
っ
て
そ
れ
を
返
納
し
た
。
こ
の
間

に
も
大
旱
魅
が
襲
い
、
領
主
は
大
幅
な
減
免
に
応
じ
た
が
、
農
村
復
興
の
見
通
し

は
ま
っ
た
く
た
た
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
他
の
村
々
で
は
拝
借

金
の
返
納
が
滞
る
よ
う
に
な
り
、
拝
借
年
賦
の
延
長
を
求
め
る
動
き
が
頻
出
し
た
。

し
か
し
こ
こ
で
、
農
村
復
興
策
を
打
ち
切
れ
ば
農
村
は
立
ち
直
る
機
会
を
失
う
こ

と
に
な
り
、
寛
政
二
年
一
○
月
に
は
拝
借
年
賦
の
延
長
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
時

期
、
藤
原
新
田
で
も
離
村
者
が
相
次
い
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同
三
年
八
月
に
は

入
百
姓
の
取
り
立
て
と
荒
畑
起
返
し
の
た
め
の
手
当
金
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
時
、
中
山
・
北
方
・
鬼
越
・
山
野
・
本
郷
と
い
っ
た
近
隣
の
諸
村
か
ら
八
軒
の

入
百
姓
を
迎
え
た
ほ
か
、
三
軒
の
百
姓
が
引
き
戻
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
家
作
代
と
し

て
金
一
両
二
分
が
支
給
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
村
内
の
荒
畑
所
持
百
姓
一
五
人
に

は
、
起
返
し
の
た
め
の
夫
食
代
・
農
具
代
が
支
給
さ
れ
、
第
４
表
の
よ
う
に
全
体

で
は
金
二
五
両
一
分
二
朱
の
手
当
金
が
給
付
さ
れ
て
い
る
。

寛
政
五
年
正
月
に
は
村
内
の
百
姓
二
二
人
に
開
発
賃
代
・
家
道
具
代
の
名
目
で
、

合
計
金
一
六
両
一
分
二
朱
の
手
当
金
が
支
給
さ
れ
た
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ

く
し
て
、
同
年
二
月
に
は
二
軒
の
入
百
姓
と
七
軒
の
引
戻
百
姓
を
新
た
に
村
内

に
迎
え
入
れ
、
身
代
立
替
金
・
農
具
代
・
農
具
鍋
釜
代
・
夫
食
代
・
家
作
代
の
名

目
で
、
第
５
表
の
よ
う
に
手
当
金
合
計
八
三
両
三
分
二
朱
が
給
付
さ
れ
た
。
こ
の

二
年
間
で
村
で
は
二
○
数
軒
の
入
百
姓
・
引
戻
百
姓
を
迎
え
入
れ
た
こ
と
に
な
る

が
、
村
の
軒
数
は
宝
暦
一
○
年
（
一
七
六
○
）
に
四
二
軒
、
享
和
三
年
（
’
八
○

三
）
に
四
九
軒
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
天
明
期
に
は
家
数
が
半
減

し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
幕
府
は
藤
原
新
田
へ
の
入
百
姓
・

引
房
百
姓
の
迎
え
入
れ
に
多
大
な
資
金
を
投
入
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
村
内
百
姓

の
荒
畑
起
返
し
手
当
金
の
給
付
も
含
め
る
と
か
な
り
の
復
興
資
金
を
投
与
し
て
い

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
農
村
復
興
を
企
図
し
た
わ
け
だ
が
、
現
実
に
は
新
た
な
自

然
災
害
の
発
生
や
農
村
疲
弊
の
深
化
に
よ
っ
て
、
全
面
的
な
復
興
に
は
ほ
ど
遠
い

状
況
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

第６表松喰虫の被害反別

二
松
喰
虫
の
発
生
と
そ
の
対
応

（
二
松
喰
虫
の
発
生
と
そ
の
被
害
状
況

藤
原
新
田
の
人
々
の
生
業
基
盤
は
主
と
し
て
下
畑
に
植
え
つ
け
た
松
の
枝
葉
を

薪
と
し
て
生
産
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
日
雇
い
に
従
事
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
寛
政
末
期
か
ら
農
村
復
興
が
軌
道
に
乗
り
は
じ
め
た
が
、
ま
た
し
て
も
自
然

の
脅
威
に
晒
さ
れ
た
。
こ
の
村
が
生
計
の
拠
り
所
と
し
て
い
た
薪
生
産
に
異
変
が

生
じ
た
の
で
あ
る
。
文
化
四
年
二
八
○
七
）
頃
か
ら
薪
を
生
み
出
す
松
に
松
喰

虫
が
異
常
発
生
し
、
文
化
一
○
年
代
に
入
る
と
そ
の
被
害
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど

名ｉｉｉ 喰荒し反別 無被害反別 作付反別 計

政右術|蕊’

億左衛門

澗左術門

佐右衛門

吉左術門

徳兵術

市右衛門

醤八

新左衛門

甚兵術

忠七

与七

市左衛1画１

安右衛門

武右衛門

金次郎

伊之助

六兵術

半右衛門

忠兵術

利兵衛

三左術門

庄左衛門

内蔵之助

利右衛門

庄兵衛

徳願寺

歩畝反町

叩旧脆０随脇ＭＭｍ０００００ｎ０的Ⅲ咀旧０肥
●●、ＣＯ

●●日□●●●●ら臼●●●●●●の０６７０３２６１７０００００８０７２２２０８ 
■●●●の

■Ｃ●●●●●■印●０●●ＰＣ●●３７５０４７０５１６３３６０６２７９９９４０ 
●●■●■ 

●●●●Ｂ 

■● 

Ｍ６１３１１３週１２
２８３２ 

１４ 

歩畝反ｊ 側

妬０媚

０ 

０ 

０ 

■ 

Ｇ 

中

■Ｓ● 

０ 

０ 

０ 

２０１ 

● 

● 

● 

●●● 

６ 

５ 

０ 

８０３ ●●●●● 
４ 

４ 

９４３ 

歩畝反町

２ 

１，Ⅳ０００００００００ 
卯０ｎ

０ 

Ｄ 

Ｂ 

●● 

■●●●●●● 
● 

■● 

● 

４ 

８０００００００００ 
４ 

０４４ 

● 

● 

●● 

■●●●●●■ 
● 

●● 

● 

０ 

５６２４６１３３２４ 
６ 

０６７ 

● 

▲ 

● 

凸

● 

１ 

１１ 

１ 

０ ２ 

歩

塑嘔叱Ⅳ随０週似Ｍｍ０００００ｎ０的、ＥＥＯ肥脂０砺皿畝・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△、」二〈｜ｎ〉【Ｊ０（ｘＵハペ）（一ｍ〉の〃どく｜ｎ〉●Ⅱ△円〃０（⑪〉｜ｎＭ）、叩）へ叩〉〈Ⅲ〉（ｘ）（叩Ｕ［Ｄ０（ｎＵｎ〃』｜⑰〃】〈ｍＵ（一八）句モリロュ毎つⅡＬＡ」○反．・・・・・・・・・・・・・・・‐・・・・・・・・・・３７５５０６９０９７２６６８４６２７５９９４０８６３７ 
■■■●●●■●● 

甲●●■ｐ

ＯＤＢ●Ｃ 

Ｏ●■●●● 

閃５６１３２１３４１８
２８３２５ 

１４０４３０ 

１ 

１ 

１ 

２ 

総合ilf 7５．２．５．０３ 2６．２．４．０ 2９．７．６．０ 131 ２ ５ 0３ 

(江）文化13年10月ｌ松虫喰枯反別小前頓」よI)作成。
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3０ 

っ
て
い
っ
た
。
そ
の
間
の
事
情
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
前
略
）
拾
ヶ
年
己
前
卯
年
中
方
松
虫
蟻
敷
発
向
二
而
、
植
立
候
松
木
喰
荒
、

｜
面
二
枯
木
二
相
成
、
無
余
儀
行
徳
領
村
々
江
附
出
シ
、
塩
焚
木
二
売
捌
、

右
価
ヲ
以
御
年
貢
御
上
納
仕
、
尚
追
々
苗
木
植
立
候
而
茂
成
木
不
仕
内
同
様

松
虫
喰
荒
、
依
之
手
を
尽
シ
、
松
虫
相
防
候
得
共
、
追
年
出
生
仕
候
儀
二
付

可
植
立
丹
誠
尽
果
、
御
年
貢
永
皆
弁
納
地
二
相
成
、
殊
二
右
体
被
喰
荒
、
木

蔭
無
之
二
付
下
草
萱
篠
等
生
立
不
申
、
焚
木
二
刈
取
可
売
捌
足
合
も
無
之
、

右
之
場
所
斗
を
所
持
之
者
ハ
年
々
弁
納
相
嵩
、
必
至
与
行
詰
り
、
誠
二
難
儀

（
腸
）

至
極
仕
（
後
略
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
松
喰
虫
に
喰
い
荒
ら
さ
れ
て
枯
れ
木
と
な
っ
た
松
を
行
徳
塩

浜
の
薪
と
し
て
売
却
し
て
年
貢
の
引
き
当
て
に
す
る
一
方
で
、
新
た
に
松
の
苗
木

を
植
え
つ
け
て
は
み
る
も
の
の
、
成
木
に
な
ら
な
い
う
ち
に
ま
た
し
て
も
松
喰
虫

に
喰
い
荒
ら
さ
れ
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
松
喰
虫
の
防
除
を
試
み
て
は
み
た

が
、
そ
の
効
果
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

文
化
一
三
年
一
○
月
の
松
喰
虫
の
被
害
状
況
は
、
第
６
表
に
示
し
た
通
り
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
下
畑
反
別
一
三
一
町
歩
余
の
う
ち
、
松
木
植
え
つ
け
分
は

一
○
一
町
歩
余
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
七
五
町

歩
余
が
松
喰
虫
の
被
害
を
受
け
て
い
た
Ｐ
当
時
、
村
内
に
は
四
五
軒
の
家
数
が
あ

っ
た
が
、
約
半
数
の
二
二
軒
が
甚
大
な
被
害
を
被
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
二
二
人
の
過
半
は
若
干
の
作
付
畑
を
所
持
す
る
農
民
で
あ
っ
た
が
、
松
木
植
え

つ
け
畑
の
ほ
と
ん
ど
を
松
喰
虫
仁
喰
い
荒
ら
さ
れ
、
大
高
持
の
農
民
ほ
ど
被
害
が

甚
大
で
あ
っ
た
。
残
る
二
一
一
一
軒
は
零
細
な
作
付
田
畑
を
所
持
す
る
か
、
無
高
の
農

民
た
ち
で
あ
り
、
作
付
田
畑
・
松
木
植
え
つ
け
畑
を
所
持
す
る
農
民
の
も
と
で
薪

刈
り
取
り
や
農
業
の
日
雇
い
、
そ
し
て
零
細
な
商
売
に
従
事
す
る
者
た
ち
で
あ
っ

た
の
で
、
松
喰
虫
の
被
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
生
活
は
困
窮
を
き
わ
め
て
い
た

と
推
定
さ
れ
る
。

（
二
）
年
貢
減
免
の
要
求

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
村
側
で
は
ど
の
よ
う
な
動
き
を
示
し
た
の
で
あ
る

う
か
。
ま
ず
村
側
で
は
文
化
一
三
年
九
月
下
旬
に
は
村
の
鎮
守
に
神
酒
を
さ
さ
げ

て
松
喰
虫
を
く
い
止
め
る
祈
祷
を
行
う
一
方
で
、
支
配
代
官
と
の
折
衝
を
試
み
、

江
戸
へ
出
向
い
た
り
、
書
状
を
通
じ
て
被
害
の
現
状
を
報
告
し
、
そ
れ
へ
の
対
応

を
願
っ
た
。
し
か
し
、
納
得
の
い
く
回
答
が
得
ら
れ
ず
、
翌
年
二
月
、
村
方
三
役

が
支
配
代
官
中
村
八
太
夫
に
年
貢
減
免
を
要
求
す
る
願
書
を
提
出
し
た
。
そ
れ
に

は
松
喰
虫
の
被
害
を
受
け
た
七
五
町
二
反
五
畝
三
歩
の
「
反
別
御
見
分
之
上
、
林

（
巧
）

畑
並
二
御
取
箇
御
取
下
ヶ
被
成
下
候
様
幾
重
二
茂
奉
願
上
候
」
と
あ
り
、
下
畑
の

年
貢
を
林
畑
並
み
の
年
貢
に
引
き
下
げ
て
く
れ
る
よ
う
嘆
願
し
て
い
る
。
こ
の
村

で
は
下
畑
に
松
木
を
植
え
つ
け
、
年
貢
の
引
き
当
て
に
し
て
い
た
が
、
こ
の
下
畑

に
は
一
反
当
た
り
氷
四
○
文
三
分
の
割
合
で
年
貢
が
賦
課
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を

林
畑
並
み
の
一
反
当
た
り
永
一
八
文
に
引
き
下
げ
て
く
れ
る
よ
う
要
求
し
た
の
で

あ
る
。
「
地
方
凡
例
録
」
に
よ
れ
ば
、
「
林
畑
と
云
ハ
高
受
を
い
た
し
、
楢
・
櫟
其

外
雑
木
等
を
仕
立
、
薪
木
に
伐
出
す
畑
に
て
、
山
畑
同
然
に
下
々
畑
の
位
も
附
が

た
く
、
林
畑
と
云
名
目
に
て
石
盛
・
取
箇
も
低
く
付
る
、
尤
も
林
畑
に
は
下
畑
・

下
々
畑
等
の
位
付
も
あ
り
て
、
山
中
の
ミ
に
も
限
ら
ず
、
野
方
に
も
里
方
に
も
地

広
な
る
処
あ
院
〕
と
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
林
畑
と
い
う
名
目
な
が
ら
雑
木

を
植
え
て
薪
を
生
産
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
石
盛
や
取
箇
も
低
く
設
定
さ
れ
て
い

た
。藤
原
新
田
で
は
下
畑
と
い
う
名
目
な
が
ら
実
質
的
に
は
こ
の
畑
の
多
く
に
松
木

を
植
え
つ
け
て
薪
を
生
産
し
て
い
た
わ
け
で
、
林
畑
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
本
来
な
ら
被
害
反
別
の
年
貢
は
お
よ
そ
氷
三
○
賞
三
二
六
文
を
納

入
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
林
畑
並
み
の
年
貢
と
し
て
お
よ
そ
氷
一
三
賃
五
四

五
文
に
減
免
し
て
く
れ
る
よ
う
懇
願
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
下
畑
の
年
貢
を

林
畑
並
み
に
下
げ
て
も
ら
う
こ
と
が
む
ず
か
し
い
と
判
断
し
た
た
め
か
、
こ
の
月

に
は
そ
の
要
求
を
「
喰
荒
反
別
七
拾
五
町
弐
反
五
畝
三
歩
之
場
所
御
見
分
之
上
、

（
胆
）

本
免
半
納
之
御
取
箇
二
御
取
下
ヶ
被
成
下
候
様
幾
重
二
茂
奉
願
上
侯
」
と
あ
る
よ

う
に
、
被
害
畑
の
本
年
貢
の
半
減
を
願
っ
た
。
こ
の
要
請
で
は
被
害
反
別
の
年
貢

が
お
よ
そ
氷
一
五
賞
一
六
三
文
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
若
干
要
求
内
容
を
後
退
さ

せ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
同
年
四
月
、
代
官
側
で
は
村
に
手
附
・
手
代
な
ど
四
人
を
派
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第７表下畑１反歩当たりの年貢諸役

（
旧
）

道
Ｉ
し
て
被
害
状
況
の
把
握
に
つ
と
め
た
。
そ
の
後
、
藤
原
新
田
で
は
「
荒
畑
御
年

貢
御
取
下
ヶ
年
季
引
之
儀
奉
願
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
荒
畑
年
貢
引
き
下
げ
の
「
年

季
引
」
を
願
い
出
た
。
し
か
し
、
代
官
側
で
は
松
喰
虫
の
異
常
発
生
を
認
識
し
つ

つ
も
、
「
左
候
ハ
、
除
木
植
付
侯
共
如
何
様
二
も
手
入
可
仕
筋
二
有
之
候
処
、
右
躰

之
申
立
を
以
年
季
取
下
ヶ
等
被
仰
付
候
而
者
追
々
外
御
支
配
村
々
方
）
も
同
様
之

申
立
い
た
し
、
新
規
引
方
等
相
願
候
様
成
行
際
限
も
無
之
、
殊
一
一
一
旦
御
引
方
被

仰
付
候
得
者
年
延
等
相
願
候
儀
者
村
方
之
習
俗
二
有
之
、
都
而
関
東
筋
之
儀
者
寛

政
之
度
荒
地
御
取
調
之
節
、
御
年
貢
弁
納
致
来
候
分
夫
々
御
糺
之
上
御
引
方
被
仰

付
、
年
季
明
二
而
当
時
追
々
年
延
被
仰
付
候
儀
者
有
之
候
得
共
、
新
規
之
引
方

（
知
）

之
儀
不
容
易
難
相
成
筋
二
御
座
候
」
と
あ
っ
て
、
松
喰
虫
の
被
害
に
は
「
餘
木
」

の
植
え
付
け
に
よ
り
対
応
す
べ
き
で
、
被
害
申
請
の
た
び
ご
と
に
年
貢
の
減
免
に

応
じ
て
い
た
な
ら
ば
際
限
が
な
く
、
さ
ら
に
災
害
時
の
年
貢
減
免
の
「
年
延
等
」

の
要
求
は
村
落
の
「
習
俗
」
で
あ
る
と
し
て
新
規
の
年
貢
引
き
下
げ
に
は
応
じ
な

い
こ
と
に
し
た
。

こ
の
た
め
、
代
官
側
で
は
七
月
一
二
日
付
で
藤
原
新
田
の
村
役
人
か
ら
新
規
の

年
貢
引
き
下
げ
を
願
わ
な
い
こ
と
に
同
意
す
る
旨
の
請
書
を
提
出
さ
せ
よ
う
と
し

た
。
し
か
し
、
二
二
人
の
小
前
百
姓
た
ち
は
、
「
此
度
松
木
植
付
相
止
〆
、
餘
木
可

植
付
段
も
被
仰
渡
有
之
候
得
共
、
餘
木
二
而
者
萱
根
等
も
絶
候
而
、
下
草
等
芝

（
別
》

間
二
相
成
薪
等
二
出
口
相
成
不
申
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
松
以
外
の
「
餘
木
」
で
は

萱
根
も
絶
え
て
下
草
も
芝
と
な
り
、
こ
れ
で
は
薪
に
も
な
ら
な
い
と
し
て
「
餘
木
一

も
な
ら
な
い
と
し
て
「
餘
木
」

の
植
林
に
反
対
し

上減
た
。
ま
た
藤
原
新
田

群
で
は
荒
地
が
増
え
た

途
明
和
六
年
（
一
七
六

鮒』附議》
他
劇
と
一
一
一
度
に
わ
た
っ
て

世
納
年
貢
減
免
に
応
じ
て

砿
も
ら
っ
て
お
り
、
今

回
の
要
求
も
「
新
規
御
願
之
筋
二
無
之
」
と
し
て
請
書
の
提
出
を
拒
否
し
、
七
月

（
魂
）

に
は
大
目
付
中
川
飛
騨
守
忠
英
に
「
百
姓
相
続
」
を
願
っ
て
訴
え
出
た
。

こ
の
時
、
中
川
は
大
目
付
の
役
職
に
あ
り
、
村
落
の
支
配
に
は
関
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
が
、
農
民
た
ち
が
中
川
に
訴
え
出
た
の
は
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
た
。

中
川
は
大
目
付
就
任
以
前
に
は
勘
定
奉
行
の
地
位
に
あ
っ
て
、
寛
政
九
年
六
月
よ

り
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
正
月
ま
で
関
東
郡
代
を
兼
帯
し
て
い
た
。
こ
の
関
東

郡
代
の
勤
役
中
に
藤
原
新
田
の
支
配
に
関
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
際
、
「
寛
政
九
巳
年

当
御
殿
様
御
郡
代
御
勤
役
之
内
御
救
も
有
之
、
猶
又
享
和
三
亥
年
御
順
見
被
為
遊
、

極
窮
之
始
末
御
存
被
為
有
候
儀
二
付
、
小
前
之
も
の
共
一
途
二
頼
母
敷
存
候
二
付
、

（
幻
）

不
顧
恐
ヲ
奉
願
上
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
勘
定
奉
行
兼
帯
関
東
郡
代
時
代
の
中
川

忠
英
が
藤
原
新
田
に
施
し
た
「
御
救
」
や
か
つ
て
の
巡
見
に
よ
り
村
落
の
様
子
を

知
っ
て
い
る
こ
と
に
期
待
を
か
け
て
の
「
愁
訴
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
中
川
忠
英
へ
の
「
愁
訴
」
が
功
を
奏
し
た
事
情
は
、
「
御
大
目
附
中
川
飛
騨

守
様
江
奉
御
愁
訴
候
処
、
御
勘
定
御
奉
行
様
士
屋
紀
伊
守
様
江
御
引
渡
之
上
、
猶

（
湖
）

御
支
配
御
役
所
様
江
御
引
渡
、
夫
々
御
吟
味
御
糺
之
上
猶
又
御
見
分
被
成
下
」
と

記
さ
れ
、
村
落
の
要
請
は
大
目
付
中
川
飛
騨
守
か
ら
勘
定
奉
行
土
屋
紀
伊
守
に
引

き
渡
さ
れ
、
そ
し
て
勘
定
奉
行
か
ら
藤
原
新
田
の
支
配
に
当
た
っ
て
い
た
代
官
中

村
八
太
夫
に
引
き
継
が
れ
、
村
落
復
興
に
む
け
て
歩
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
効
果
を
生
か
し
て
、
藤
原
新
田
の
村
役
人
は
代
官
に
被
害
状

況
の
「
御
直
御
見
分
」
を
願
い
出
、
来
村
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
こ
で
、

代
官
側
は
村
側
に
「
松
虫
喰
荒
候
ハ
、
餘
木
楢
・
椚
等
植
立
、
御
年
貢
御
上
納
之

手
当
二
可
致
旨
」
の
対
応
策
を
申
し
聞
か
せ
た
が
、
村
側
か
ら
は
「
楢
・
椚
之
儀

者
植
付
之
年
６
弐
拾
ヶ
年
茂
相
立
不
申
候
而
者
抜
伐
、
御
年
貢
足
合
二
者
不
相
成
、

殊
二
下
草
生
立
不
申
、
労
以
夫
迄
御
年
貢
之
手
当
無
御
座
、
丹
誠
尽
果
候
趣
〕
と

い
う
返
答
で
、
「
餘
木
」
植
林
の
転
換
策
は
村
側
の
反
対
に
よ
っ
て
進
ま
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、
代
官
側
は
村
落
生
活
の
困
窮
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
年
貢
諸
役

の
実
態
調
査
に
乗
り
出
し
た
。

下
畑
一
反
歩
当
た
り
の
年
貢
諸
役
は
、
第
７
表
に
示
し
た
よ
う
に
多
大
な
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
が
当
面
の
村
落
生
活
の
立
ち
直
り
を
阻
害
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
下
畑
一
反
歩
当
た
り
の
収
穂
量
は
柴
薪
二
駄
程
度
で
あ
り
、

年貢諸役の種類 金額（鍵銭）

本年貢

ロ米

御蔵前入用

御伝馬宿入用

111々国役金

日光御法会国役金

定助郷役

大助郷役

如助郷役

金ケ作掃除役

御鷹方水夫役

道普請及び臨時役

村入用役人絵 文・・・・・・・・・・・・
３７ 

６５８０９ｕ恕哩蛆型別ね蛆
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3２ 
こ
れ
を
行
徳
塩
浜
に
売
却
し
て
も
当
時
銭
二
四
八
文
か
ら
二
六
四
文
に
し
か
な
ら

な
か
っ
た
。
ま
し
て
や
、
こ
の
柴
薪
の
生
産
に
手
間
代
二
人
分
の
賃
銭
二
四
八
文

と
駄
賃
銭
二
四
八
文
が
か
か
り
、
薪
生
産
に
従
事
し
て
も
利
益
が
上
が
る
ど
こ
ろ

か
、
赤
字
が
増
え
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。

当
時
の
村
落
生
活
は
「
下
草
刈
取
売
捌
候
而
茂
駄
賃
差
引
候
得
者
御
年
貢
之
引

当
少
茂
無
之
、
困
窮
之
儀
二
付
馬
持
茂
無
少
、
無
余
儀
属
出
し
候
儀
ニ
付
給
料
而

己
二
而
殊
之
外
作
付
場
所
も
無
御
座
、
年
中
半
年
者
日
々
之
夫
喰
買
上
、
家
内
扶

助
仕
、
是
辿
茂
年
中
之
儀
二
付
手
当
行
届
兼
、
尤
御
年
貢
之
儀
者
銘
々
大
切
之
事

一
一
付
、
心
懸
ケ
罷
在
稼
方
仕
候
得
共
、
日
々
暮
方
二
心
配
仕
候
故
、
自
然
与
御
年

貢
上
納
差
支
之
始
末
二
相
成
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
年
貢
諸
役
が
賦
課
さ
れ
て
お
り
、
債
務
は
累
積
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
村
側
で
は
同
年
九
月
、
松
か
ら
楢
・
椚
へ
と
樹
種
を
変
更
し
て
薪
生

産
に
従
事
す
る
か
わ
り
に
、
そ
れ
ら
が
成
育
す
る
二
○
年
間
の
「
本
途
永
半
減
上

納
」
の
願
書
を
代
官
中
村
八
太
夫
に
提
出
し
た
。
こ
の
時
、
農
民
た
ち
は
「
勿
論

弐
拾
ヶ
年
相
立
候
ハ
、
本
免
通
り
急
度
上
納
可
仕
候
」
と
し
て
、
二
○
年
後
以
降

〈
躯
）

の
通
常
通
り
の
年
貢
上
納
を
約
束
し
て
い
る
。

し
か
し
、
代
官
側
は
「
何
れ
二
茂
新
規
引
方
之
義
者
難
被
仰
付
筋
二
有
之
、

（
幻
）

何
ヶ
度
相
願
候
共
不
被
及
御
沙
汰
」
と
い
う
返
答
で
、
年
貢
減
免
に
は
応
じ
な
い

と
い
う
厳
し
い
姿
勢
を
貫
い
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
農
民
た
ち
は
「
荒
畑
高
三
百

六
拾
九
石
余
、
去
丑
（
文
化
一
四
年
）
方
拾
五
ヶ
年
季
御
年
貢
半
納
被
仰
付
度

（
胡
）

趣
御
願
申
上
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
年
貢
半
納
の
期
限
を
縮
小
し
て
年
貢
減
免
の

要
求
を
繰
り
広
げ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
代
官
側
の
回
答
が
変
更

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
三
）
荒
畑
起
返
し
「
御
手
当
金
」
の
拝
借
要
求

享
保
期
以
降
、
幕
府
は
代
官
に
「
畑
方
御
年
貢
引
方
之
儀
は
容
易
二
不
被
仰

〈
型

付
」
と
い
う
基
本
方
針
を
申
し
渡
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
自
然
災
害
の

多
発
は
時
と
し
て
こ
の
方
針
を
変
更
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
、
代
官
・

農
民
双
方
と
も
に
畑
方
年
貢
の
減
免
を
容
認
し
合
う
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の

た
め
、
幕
府
は
宝
暦
八
年
（
一
七
五
七
）
五
月
二
○
日
、
代
官
及
び
御
預
り
所
役

〈
鋤
》

人
へ
の
「
申
渡
」
の
な
か
で
、
「
畑
方
引
之
儀
者
重
キ
事
二
付
、
前
々
よ
り
数
度
申

渡
、
｜
切
引
方
無
之
」
と
い
う
基
本
方
針
を
確
認
さ
せ
つ
つ
、
「
以
来
之
儀
者
、
弥

前
々
申
渡
置
候
是
迄
之
通
、
畑
方
引
之
儀
者
不
相
成
事
二
候
間
被
得
其
意
、
心
得

違
無
之
様
可
取
扱
た
め
、
此
段
其
節
よ
り
申
達
置
候
」
と
厳
命
し
た
。
こ
の
よ
う

な
事
情
に
よ
り
例
外
を
除
い
て
、
畑
方
年
貢
の
減
免
に
は
応
じ
な
い
方
針
を
貫
い

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
農
村
の
復
興
に
見
通
し
が
つ
か
な
け
れ
ば
、
安

定
し
た
年
貢
の
徴
収
は
不
可
能
で
あ
り
、
畑
方
年
貢
減
免
に
代
わ
る
農
村
復
興
対

策
を
打
ち
出
す
必
要
が
あ
っ
た
。

藤
原
新
田
の
場
合
も
そ
う
し
た
幕
府
方
針
に
よ
り
年
貢
減
免
に
は
応
じ
て
も
ら

え
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
こ
で
代
官
側
が
村
落
に
示
唆
し
た
こ
と
は
、
「
御
手
当

（
則
）

拝
借
之
義
相
願
候
ハ
、
、
其
時
宜
二
寄
御
評
儀
坐
ｂ
可
有
之
」
と
し
て
、
農
村
復
興

の
た
め
の
補
助
金
拝
借
の
方
途
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
、
村
側
で

は
楢
・
椚
の
植
え
換
え
に
着
手
す
る
に
し
て
も
、
「
楢
・
椚
苗
木
買
入
候
手
当
柳
無

く
型
》

之
」
し
」
い
う
状
況
で
あ
り
、
補
助
金
の
借
入
れ
は
不
可
避
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

農
民
た
ち
は
年
貢
減
免
の
要
求
を
止
め
て
、
楢
・
椚
の
苗
木
代
金
の
拝
借
に
糖
力

を
傾
け
る
こ
と
に
切
り
換
え
、
文
化
一
五
年
二
月
九
日
に
は
そ
の
方
向
で
要
求
し

て
い
く
こ
と
に
同
意
す
る
旨
の
請
書
を
中
村
八
太
夫
役
所
に
提
出
し
た
。

こ
の
あ
と
二
月
中
に
、
村
側
で
は
「
困
窮
之
百
姓
共
永
続
相
成
候
様
、
苗
木
御

手
当
壱
反
歩
二
付
永
三
百
文
之
稲
を
以
無
利
足
御
拝
借
被
仰
付
被
下
置
候
様
仕

度
、
左
候
得
者
出
情
植
立
、
尤
御
年
貢
永
之
儀
者
是
迄
之
通
り
本
免
御
年
貢
上
納

仕
、
且
右
金
返
納
之
儀
弐
拾
ヶ
年
賦
一
一
被
成
下
、
尤
年
季
中
拾
ヶ
年
相
立
不
申
候

而
者
楢
・
椚
成
木
茂
不
仕
候
故
、
枝
葉
伐
採
候
儀
も
難
成
一
珊
拾
ヶ
年
之
間
年
延

被
仰
付
、
拾
壱
ヶ
年
目
方
年
季
中
年
々
無
滞
上
納
可
仕
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、

一
反
歩
当
た
り
氷
三
○
○
文
の
割
合
で
苗
木
代
の
無
利
息
拝
借
の
願
い
と
二
○
か

年
賦
で
の
返
納
に
つ
い
て
の
考
え
を
中
村
八
太
夫
役
所
に
伝
え
た
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
荒
畑
は
全
体
で
七
三
町
九
反
六
畝
一
四
歩
と
把
握
さ
れ
て
い
た
の
で
、
拝
借

金
は
二
二
一
両
余
を
見
込
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
代
官
役
所
は
村
側
に
苗
木
拝
借

金
額
の
秋
算
方
法
と
拝
借
金
返
納
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
回
答
を
求
め
た
樽
穣
で
、

拝
借
金
の
見
執
り
と
再
び
そ
の
返
納
の
見
通
し
に
つ
い
て
の
考
え
を
提
出
す
べ
き

こ
と
を
命
じ
た
。
そ
こ
で
同
年
二
月
、
村
側
で
は
具
体
的
に
苗
木
代
金
の
算
出
に
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3３ 

（
別
）

乗
、
ソ
出
し
、
拝
借
金
の
見
積
額
を
決
定
し
て
い
っ
た
。

覚

惣
高
七
百
四
石
五
斗
六
升
九
合
之
内

一
、
高
三
百
六
拾
九
石
八
斗
弐
升
三
合

下
畑
松
虫
喰
荒
之
場
所

此
植
付
反
別
七
拾
三
町
九
反
六
畝
拾
四
歩

此
苗
木
代
永
百
五
拾
五
貫
三
百
文

当
寅
占
来
ル
午
迄
五
ヶ
年
季

但
、
壱
ヶ
年
一
一
付
植
付
反
別
拾
四
町
七
反
九
畝
歩
余

但
、
壱
反
二
付
楢
・
椚
共
弐
百
拾
本
楢
付
候
積
り

此
苗
木
代
金
壱
両
二
付

壱
本
二
付
永
壱
文

前
書
下
畑
受
之
場
所
松
木
仕
立
候
処
、
近
年
松
虫
生
シ
喰
荒
ニ
相
成
難
儀
仕
、

依
之
苗
木
代
書
面
之
通
御
拝
借
奉
願
上
、
尤
壱
ヶ
年
二
植
付
可
申
処
、
池
も

大
町
歩
之
儀
右
壱
ヶ
年
二
植
付
難
相
成
候
間
、
前
書
割
合
通
当
寅
占
来
ル
午

迄
五
ヶ
年
之
間
植
付
、
五
ヶ
年
相
立
候
得
者
植
付
苗
木
成
木
茂
い
た
し
可
申

間
、
翌
未
年
方
辰
迄
拾
ヶ
年
賦
御
手
当
苗
木
代
御
拝
借
金
返
納
仕
度
此
殿
御

糺
二
付
取
調
奉
書
上
候
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上小
金
領
藤
原
新
田

文
化
十
五
寅
年
二
月

名
主
内
蔵
之
助
印

年
寄
文
左
衛
門
印

百
姓
代
椎
四
郎

中
村
八
太
夫
様

御
役
所

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
下
畑
の
松
虫
喰
荒
ら
し
反
別
を
七
三
町
九
反
六
畝
一
四
歩
と

し
、
こ
の
反
別
を
五
か
年
に
分
け
て
、
一
か
年
に
一
四
町
七
反
九
畝
歩
余
ず
つ
楢

や
椚
を
植
え
つ
け
て
復
興
し
て
い
く
計
画
を
立
て
た
。
そ
し
て
、
一
反
歩
当
た
り

二
一
○
本
の
苗
木
を
植
え
る
こ
と
で
見
種
も
る
と
、
当
時
苗
木
は
金
一
両
で
一
○

○
○
本
替
え
で
あ
っ
た
の
で
、
苗
木
一
本
は
氷
一
文
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
全
体

で
は
永
一
五
五
賞
三
○
○
文
の
苗
木
代
金
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
金
で
表
示

但
、
千
本
替

す
れ
ば
一
五
五
両
余
と
な
り
、
さ
ら
に
こ
れ
を
五
か
年
で
拝
借
す
れ
ば
、
一
か
年

に
三
一
両
余
を
拝
借
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
、
こ
う
し
て
拝
借
金
額
が
見
械
も

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
年
二
月
、
拝
借
金
の
返
納
に
つ
い
て
の
見
通
し
に

つ
い
て
は
、
「
当
寅
占
来
ル
午
迄
五
ヶ
年
之
間
植
付
、
五
ヶ
年
相
立
候
得
者
植
付

苗
木
成
木
茂
い
た
し
可
申
間
、
翌
未
年
占
辰
迄
拾
ヶ
年
賦
御
手
当
苗
木
代
御
拝
借

（
錨
）

返
納
仕
度
」
と
い
う
よ
う
に
、
期
限
を
縮
小
し
て
拝
借
金
を
返
納
す
る
考
え
を
伝

え
た
。

し
か
し
、
藤
原
新
田
が
計
画
し
た
一
か
年
当
た
り
の
苗
木
拝
借
金
額
は
高
額
で

あ
り
、
代
官
役
所
と
の
間
に
翻
酪
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
後
、
村
と
代
官
役
所

と
の
間
で
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
両
者
の
合
意
点
が
探
ら
れ
て
い
っ
た
。

（
四
）
「
御
下
ヶ
金
」
の
支
給

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
七
月
一
二
日
、
村
側
は
次
の
合
意
内
容
を
了
承
す
る

（
頚
）

旨
の
請
書
を
代
官
役
所
に
提
出
し
た
。

差
上
ヶ
申
一
札
之
事

村
高
七
百
四
石
五
斗
六
升
九
合

此
反
別
百
四
拾
町
八
畝
拾
八
歩

田
高
拾
石
五
斗

此
反
別
壱
町
五
反
歩

畑
高
六
百
九
拾
四
石
六
升
九
合

此
反
別
百
三
拾
八
町
五
反
八
畝
拾
八
歩

内

高
三
百
拾
七
石
八
斗
弐
升
九
合

此
反
別
六
拾
三
町
三
反
三
畝
廿
四
歩

是
ハ
作
付
仕
候
二
付
、
御
引
方
不
相
願
分

高
六
石
四
斗
壱
升
七
合

此
反
別
壱
町
弐
反
八
畝
拾
歩

是
ハ
取
下
相
願
候
、
ヶ
成
二
小
木
立
有
之
、
御
見
分
御
吟

味
之
上
引
戻
被
仰
付
候
分

荒
畑
高
三
百
六
拾
九
石
八
斗
弐
升
三
合
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3４ 

而
御
取
扱
之
元
関
東
御
郡
代
御
役
所
御
貸
付
利
金
之
内
占
、
年
々
金
拾
五
両
宛

寅
方
亥
迄
拾
ヶ
年
々
書
面
之
通
被
下
切
之
禰
、
尤
右
御
手
当
金
拾
五
両
宛

年
々
被
下
候
二
随
ひ
、
右
荒
畑
町
歩
之
内
手
近
之
分
起
返
し
作
付
可
仕
、
手

遠
之
分
松
木
相
止
〆
、
楢
・
椚
可
植
立
儀
二
付
、
是
又
拾
ヶ
年
二
割
合
、
壱

ヶ
年
三
町
七
反
歩
ハ
切
開
き
、
三
町
六
反
九
畝
拾
九
歩
ハ
植
付
、
壱
ヶ
年
二

七
町
三
反
九
畝
拾
九
歩
宛
、
未
年
ハ
七
町
三
反
九
畝
廿
三
歩
、
右
割
合
之
通

切
開
き
植
付
共
、
御
手
当
御
仕
法
御
付
御
伺
被
成
下
候
処
、
伺
之
通
り
書
面

之
金
百
五
拾
両
当
寅
占
来
ル
亥
迄
拾
ヶ
年
割
合
被
下
之
侯
間
年
々
拾
五
両
宛

請
取
之
、
荒
畑
反
別
七
拾
三
町
九
反
六
畝
拾
四
歩
前
文
割
合
之
通
年
々
小
前

帳
ヲ
以
可
相
届
旨
御
下
知
之
趣
被
仰
渡
、
冥
加
至
極
与
難
有
仕
合
二
奉
存

候
、
然
ル
上
ハ
小
前
弐
拾
弐
人
之
者
共
末
々
迄
篤
与
御
仁
恵
之
趣
申
含
、
荒

地
起
返
し
方
之
儀
御
仕
法
之
通
り
年
期
中
急
度
皆
起
返
し
、
年
々
御
年
貢
本

免
御
上
納
可
仕
候
様
可
仕
候
、
佃
而
御
請
印
形
差
上
ヶ
申
処
如
件

当
御
代
官
所

下
総
国
葛
飾
郡
藤
原
新
田

文
政
元
年
寅
七
月
十
二
日
小
前
什
弐
人
惣
代
新
左
衛
門

此
反
別
七
拾
三
町
九
反
六
畝
拾
四
歩

一
、
金
百
五
拾
両
下
総
国
葛
飾
郡
藤
原
新
田
Ｉ

荒
畑
起
し
御
手
当
金
二
被
下
切
蹄

右
者
当
村
之
儀
下
畑
請
之
場
所
耕
作
行
届
兼
候
二
付
、
手
遠
畑

之
分
松
木
植
立
枝
葉
等
伐
採
、
行
徳
領
村
々
江
塩
薪
一
一
売
払
、
荒く

手
近
之
場
所
ハ
起
返
し
作
付
仕
、
夫
食
之
手
当
一
一
致
し
、
尤
害

手
近
二
而
茂
土
手
沢
之
分
一
六
木
立
有
之
、
右
枝
葉
売
払
、
御
被

年
貢
御
上
納
之
手
当
二
仕
候
処
、
拾
ヶ
年
以
前
６
松
虫
出
生
麺

い
た
し
、
近
年
懸
敷
相
殖
、
植
立
候
松
木
悉
く
喰
荒
候
二
付
、
喰

種
々
手
を
尽
し
、
松
虫
相
防
候
得
共
不
行
届
、
不
残
立
枯
一
一
松

相
成
、
御
年
貢
皆
弁
納
地
二
而
御
上
納
ハ
不
及
申
難
行
立
、
就
表

中
書
面
之
荒
地
場
所
而
己
斗
所
持
い
た
し
、
他
二
持
地
無
之
雛

小
前
共
年
々
御
年
貢
弁
納
必
至
与
困
窮
仕
詰
り
候
二
付
、
御

救
相
続
方
之
儀
奉
願
上
候
処
、
再
応
御
吟
味
之
上
御
用
屋
敷
二

同
金
次
郎

百
姓
代
椎
四
郎

年
寄
文
左
衛
門

名
主
内
蔵
之
助

中
村
八
太
夫
様

御
役
所

こ
れ
に
よ
り
、
松
喰
虫
に
よ
る
下
畑
の
被
害
反
別
七
三
町
九
反
六
畝
一
四
歩
が

荒
畑
と
認
定
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
段
階
で
の
荒
畑
所
持
者
は
、
第
８
表

に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
前
年
よ
り
荒
畑
の
面
樋
が
一
町
三
反
歩
余
減
少
し
て
お

り
、
そ
の
所
持
対
象
者
も
多
少
減
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
な
か
に
は
所
持
反

別
の
大
半
が
荒
畑
と
な
っ
て
い
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
藤

原
新
田
で
は
荒
畑
に
植
え
つ
け
る
苗
木
の
代
金
を
拝
借
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、

こ
こ
で
は
「
御
下
ヶ
金
」
の
給
付
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。
拝
借
金
と
は
返
納
の

義
務
を
負
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
「
御
下
ヶ
金
」
に
は
返
納
の
義
務
が
な
か
っ
た
。

文
政
元
年
か
ら
同
一
○
年
ま
で
の
一
○
年
間
に
わ
た
っ
て
毎
年
一
五
両
ず
つ
、
合

計
一
五
○
両
を
支
給
さ
れ
、
こ
の
金
銭
は
元
関
東
郡
代
役
所
内
の
貸
付
役
所
で
扱 (注）文化14年３月「松虫喰荒小前帳控｣、文政元年８

月「年季御仕法付荒畑小前帳」より作成。

名前 文化14年の荒畑反別 文政元年の荒畑反別

政右衛門

徳左衛門

滴左衛門

佐右衛門

次郎右術門

吉左衛門

庄兵術

新左衛門

甚兵衛

忠七

与七

市左衛門

安右衛門

金次郎

吉五郎

六兵衛

半右衛門

市右衛門

忠兵術

利兵衛

三左衛門

庄左衛I瓢I

内蔵之助

基八

利右衛門

八人持込

歩畝反町

、咀叱００砺叫肥０００００，０明、旧田過０冊●■■●。●●●●●●●■●●●●●①●●●０６７００３６１７００００８０７２２２２０８ ０巴●●■●●●■●●０●●●●●●●の●■３７５５５４０５１６３３６６２７９７９９４０ 
●●０● 

●Ｐの●①

●●０ 
● 

●Ｄ 

ｎ６３３１３旧１２
ｍ３２１ 
１４ 

歩畝反町

Ⅳ応躯胆偲躯町四Ⅳ的、
的町

嘔加旧０明泌

Ｚ２ 

●●●■● ２８９２９７１６４８０ 
７３０２５６ 

●●■● 

●●●■● 

●● 

●●●●●● 

９５７１３７４２７３５ 
２２ 

０５１３７７ 

●● 

●●０Ｂ● 、５３１２週１２１８
２ 

１６２２１５ 
計 7５．２．５．０３ 7３ ９ ６ 1４ 
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3５ 

第10表起返反別の推移 第９表植林「御下ケ金」の割当て

よ
っ
て
い
た
貸
付
金
の
利
金
の
な
か
か
ら
捻
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ｊ
 

帳
も
と
も
と
関
東
郡
代
の
役
所
は
江
戸
馬
喰
町
に
あ
り
、
そ
の
下
部

鋼
機
関
と
し
て
貸
付
役
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
文
化
三
年
三
月
に

錘
関
東
郡
代
制
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
貸
付
役
所
は
勘
定
奉
行
所
管
の

称
馬
喰
町
御
用
屋
敷
貸
付
役
所
と
改
称
さ
れ
、
そ
の
後
幕
府
の
公
金
貸

代
付
の
中
央
機
関
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
っ
た
。
か
つ
て
関
東
郡

纈
代
制
が
存
続
し
て
い
た
段
階
か
ら
、
こ
こ
で
の
貸
付
利
金
の
う
ち
の

ｒ
 

月
七
割
は
貸
付
役
所
の
運
営
費
用
に
充
当
さ
れ
て
い
た
が
、
残
る
三
割

趣
・
は
「
村
々
急
難
為
御
手
当
」
の
資
金
と
し
て
関
東
郡
代
の
も
と
に
預

〈
釘
）

嘘
繊
け
ら
れ
て
い
た
。
藤
原
新
田
の
荒
畑
苗
木
植
付
の
給
付
金
は
こ
う
し

文
り
た
貸
付
利
金
の
な
か
か
ら
調
達
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

注
こ
の
結
果
、
藤
原
新
田
で
は
文
政
元
年
か
ら
一
○
年
間
、
一
か
年

く

に
金
一
五
両
ず
つ
の
「
御
下
ヶ
金
」
を
受
け
取
り
、
荒
畑
に
楢
や
椚

を
植
え
つ
け
て
村
落
の
復
興
を
果
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

手
当
金
の
給
付
に
よ
っ
て
、
一
か
年
に
三
町
七
反
歩
を
開
墾
し
、
ま

た
一
一
一
町
六
反
九
畝
拾
九
歩
に
は
苗
木
を
植
え
つ
け
、
合
計
七
町
三
反

九
畝
一
九
歩
（
文
政
六
年
だ
け
は
七
町
三
反
九
畝
二
一
一
一
歩
）
の
荒
畑

を
復
活
さ
せ
る
見
通
し
で
あ
っ
た
。
こ
の
認
定
さ
れ
た
七
四
町
歩
弱

の
荒
畑
の
所
持
者
と
し
て
二
二
人
が
該
当
し
、
こ
の
者
た
ち
へ
の
「
御

下
ヶ
金
」
の
支
給
が
明
確
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
村
に
と
っ
て
、

村
落
の
復
興
と
は
荒
畑
を
起
返
し
て
楢
・
椚
の
苗
木
を
植
え
つ
け
る

こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

三
「
御
下
ケ
金
」
の
支
給
と
村
方
騒
動

（
二
「
御
下
ヶ
金
」
の
支
給
と
植
林

文
政
元
年
一
二
月
、
代
官
役
所
か
ら
金
一
五
両
の
「
御
下
ヶ
金
」
が

藤
原
新
田
に
給
付
さ
れ
た
。
同
月
、
村
内
で
は
第
９
表
の
よ
う
に
各

農
民
に
「
御
下
ヶ
金
」
を
割
り
当
て
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
農
民
が
所
持

反
別
に
応
じ
て
分
け
与
え
ら
れ
て
い
る
。
本
来
、
「
御
下
ケ
金
」
の
支

給
対
象
者
は
荒
畑
所
持
者
の
二
二
人
の
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に

名前、年代 文政４年 文政５年 文政６年 文政７年

政右衛門

消左衛門

佐右術門

吉左衛門

市右衛門

庄兵衛

新左術門

甚兵衛

忠七

市左衛門

半右衛門

金次郎

内蔵之助

八人持

庄右衛門

甚八

億左衛門

三左衛門

庄左衛門

安右衛門

与七

歩畝０ １ １ 

９ １ 

●白●●■●、□●●●●■●●。■０，釦嘔５躯如皿釦皿調、卯如露加釦Ⅲ釦
１ 

歩

９ １ 畝・・・・・・・・・・・・・・・・・．０００５５５０００４５０００５００００ １１３１２４１３１３７５４３２６１３ 
１ 

１ 

歩

９ １ 畝・・・・・・・・．．・・・，。・・・００００５５０００４５０００５００００ ３１３１２４１１１３０２４３２６１３ 
１ 

１ 

１ 

歩畝０ ３ １ 

９ １ 

●■●●●●●●、●●●Ｃ
●●６●● 

０００５０００００５０００ 
０００４５ 

１３１６４１１１３１３４ 
６１３ 

１ 

１ 

計 7３９．１９ 7３９．１９ 7３４．１９ 739 1９ 

(注）各年の「起返シ小前帳」より作成。

名前 金額（永） 名前 金額（永）

源四郎

吉五郎

安右術門

市左衛門

与七

甚兵衛

新左衛門

庄兵衛

市右衛門

甚八

佐右衛門

吉左衛門

徳兵衛

次郎右衛門

消左衛門

政右衛門

徳左術門

三左術門

庄左術門

半右衛門

新右衛門

利兵衛

忠七

勝右衛門

勘右術門

権右衛門

磯右衛門

６２８８８８６２ 型緬ⅢⅢⅢ皿４妃卯１塑的弱弱如６砠脂妬Ⅳ如鎚妬鍵記ね妬２６９５２６２ 文．．・・・・・・・・・・・・・・・，．・・・・・・・０２８８８６１１３６６６１１１３４１３１３８２４２２５ １９ｎｎｍｍ必躯Ⅲ皿弱３３６３８３９０１８０９６９４１９６１３１７１ 

１ 

１ 

１１１ 

潰助

与平次

源六

武左衛門

佐平次

伝右衛門

勘助

新七

茂七

平八

三次郎

善兵衛

庄兵衛

十左衛門

権四郎

源八

伊右衛門

金次郎

文左衛門

伊兵衛

忠兵衛

六兵衛

村持

内蔵之助

伊之助

計

38文552

28.384 

164.212 

3ｑ５４ 

1８．５ 

143.918 

87.474 

9k4．３０６ 

8０．５６ 

6．１ 

116.794 

116.794 

206.016 

4０．２６ 

256.036 

256.768 

180.478 

3７０．３５ 

307.966 

1８．３ 

2２２．８９ 

333.262 

1３．７８６ 

828.014 

2４．４ 

15011.54 

Hosei University Repository



3６ 

は
五
二
人
の
農
民
に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
「
喰
荒
町
歩
七
拾
三
町
九

反
六
畝
拾
四
歩
之
処
、
百
廿
三
町
壱
歩
江
割
合
仕
候
対
談
相
極
、
尤
百
廿
三
町
壱

歩
江
割
合
仕
候
得
者
、
願
町
歩
之
外
四
拾
九
町
三
畝
拾
七
歩
者
豊
凶
共
無
難
両
毛

作
付
之
場
所
二
有
之
候
鍋
無
、
右
割
合
村
方
家
並
二
可
請
段
申
一
一
付
、
村
方
相
治

り
候
を
方
便
一
一
、
任
其
意
」
と
あ
る
よ
う
に
、
村
内
融
和
を
第
一
に
村
民
一
同
が

合
意
の
う
え
全
農
民
に
割
り
当
て
た
の
で
あ
る
。
本
来
、
「
御
下
ヶ
金
」
の
支
給
対

象
の
荒
畑
反
別
は
七
三
町
歩
余
で
あ
っ
た
が
、
荒
畑
所
持
者
の
み
に
「
御
下
ヶ
金
」

を
分
配
す
る
だ
け
で
は
貧
困
層
を
救
済
で
き
ず
、
村
内
の
融
和
も
復
興
も
果
た
せ

な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
藤
原
新
田
の
農
民
た
ち
は
、
「
御
下
ヶ
金
」
の
分

配
で
「
村
方
相
治
り
」
を
優
先
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
御
下
ケ
金
」
は
荒
畑
所
持
者
に
「
苗
木
代
其
外
手
間
賃
共
」
と
し
て

支
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
使
途
の
あ
り
方
は
明
ら
か
に
違
法
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
村
側
は
、
「
御
下
ヶ
金
」
支
給
の
趣
旨
に
沿
う
べ
く
、
領
主
に
対
し
て
毎
年

の
支
給
の
た
び
ご
と
に
荒
畑
七
三
町
歩
余
の
起
返
し
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
報
告

す
る
た
め
「
起
返
シ
小
前
帳
」
を
提
出
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
第

、
表
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
す
で
に
届
け
出
て
い
る
荒
畑
所
持
農
民
を
中
心
に
、
荒

畑
所
持
反
別
に
応
じ
て
ほ
ぼ
一
○
等
分
し
、
毎
年
起
返
し
し
て
い
る
こ
と
を
明
示

し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
か
ぎ
り
、
当
初
の
方
針
通
り
、
荒
畑
が

起
返
さ
れ
、
楢
・
椚
の
苗
木
が
植
え
つ
け
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
実
態
は
「
御
下
ヶ
金
」
の
支
給
趣
旨
に
ほ
ど
違
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
御
下
ケ
金
之
義
者
去
ル
寅
年
（
文
政
元
年
）
御
下
知
之
節
、

村
役
人
井
権
四
郎
・
新
左
衛
門
一
同
被
召
出
、
御
下
知
之
趣
被
仰
渡
、
其
上
寅
年
分

金
拾
五
両
御
渡
シ
被
遊
候
処
、
於
其
場
私
井
権
四
郎
・
新
左
衛
門
立
合
二
而
、
御
年

貢
二
紬
候
而
御
礼
申
上
、
村
役
人
・
小
前
之
者
二
至
迄
銘
々
相
弁
居
申
侯
」
と
か
、

（
羽
）

「
御
下
ケ
金
之
義
者
手
取
不
申
、
直
二
御
役
所
江
御
上
納
仕
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、

当
初
下
げ
渡
さ
れ
た
「
御
下
ヶ
金
」
は
荒
畑
所
持
農
民
の
手
元
に
渡
る
こ
と
な
く
、

年
貢
の
一
部
に
充
当
し
て
代
官
役
所
に
上
納
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
「
御
下
ヶ
金
」
の
使
途
を
め
ぐ
っ
て
は
多
く
の
問
題
を
孕
ん

で
い
た
。
松
喰
虫
発
生
に
よ
る
年
貢
減
免
要
求
か
ら
「
御
下
ヶ
金
」
の
支
給
ま
で

「
三
ヶ
年
相
掛
り
、
種
々
御
仕
法
等
茂
被
為
遊
候
二
付
、
度
々
御
役
所
江
被
召
出
候

一
一
付
、
路
用
・
雑
用
等
多
分
相
懸
リ
候
趣
小
前
一
同
寄
合
仕
候
上
一
一
、
諸
入
用
之

訳
相
談
シ
候
処
、
夫
々
懸
ヶ
合
之
上
村
役
人
方
二
而
可
然
様
取
計
等
可
被
成
段
相

頼
ミ
候
二
付
任
其
意
候
而
、
夫
々
取
調
へ
候
処
、
惣
入
用
合
五
拾
弐
両
与
出
金
可

致
筋
二
御
座
候
得
共
、
是
迄
御
年
貢
不
納
等
茂
有
之
、
其
上
入
用
割
合
出
銭
共
一

時
二
者
難
儀
仕
候
間
、
右
諸
入
用
出
銭
之
義
者
夫
々
帳
面
取
調
之
上
、
暮
二
至
、

く
い
）

御
年
貢
御
皆
済
二
相
加
へ
年
々
取
立
呉
候
様
二
申
之
二
付
任
其
意
取
計
仕
候
」
と

あ
る
よ
う
に
、
一
連
の
要
求
行
動
で
使
っ
た
諸
入
用
が
金
五
二
両
に
及
び
、
そ
れ

を
名
主
内
蔵
之
助
が
肩
代
わ
り
し
、
毎
年
の
年
貢
皆
済
時
に
少
し
ず
つ
取
り
立
て

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
額
は
村
落
の
疲
弊
状
況
の
な
か
で
一
時

に
徴
集
で
き
る
金
額
で
は
な
く
、
ま
た
年
貢
を
納
入
で
き
な
い
者
な
ど
の
貧
困
層

も
い
る
関
係
で
、
容
易
に
徴
集
で
き
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
名
主

は
分
割
に
よ
る
徴
集
を
敢
行
し
た
。
そ
の
方
法
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

右
引
落
候
訳

一
、
金
拾
五
両
初
年
寅
年
引
落

「
金
拾
五
両
卯
年
引
落

一
、
金
拾
五
両
辰
年
引
落

拾
五
両
之
内

一
、
金
七
両
巳
年
之
内
二
而
引
落

〆
金
五
拾
弐
両

右
之
通
村
中
承
知
之
上
五
拾
弐
両
引
落
、
尤
巳
年
拾
五
両
御
下
ヶ
金
有
之
候

処
、
入
目
不
足
二
付
七
両
引
落
、
残
金
八
両
村
方
江
割
合
仕
、
其
殿
御
年
貢

（
⑪
）
 

皆
済
請
取
江
急
度
書
記
、
銘
々
相
渡
置
候
（
略
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
毎
年
の
「
御
下
ヶ
金
」
か
ら
当
初
の
三
年
間
は
全
額
、
四
年

目
は
金
一
五
両
の
う
ち
七
両
を
引
き
落
と
し
、
残
金
八
両
を
農
民
に
割
り
渡
し
た
。

つ
ま
り
、
実
際
の
「
御
下
ヶ
金
」
の
割
り
渡
し
は
文
政
四
年
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ

の
引
き
落
と
し
方
法
は
、
名
主
側
か
ら
す
れ
ば
「
村
中
承
知
之
上
」
で
あ
っ
た
と

い
』
っ
。

こ
の
よ
う
に
、
「
御
下
ケ
金
」
の
一
部
は
荒
畑
の
植
林
費
用
に
は
回
ら
ず
、
要
求
行

動
の
諸
入
用
費
に
転
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
御
下
ヶ
金
」
の
支
給
当
初
、
代
官
役

（
他
）

所
に
提
出
し
て
い
た
「
植
付
小
前
帳
」
（
起
返
シ
小
前
帳
）
は
、
「
不
正
之
取
計
」
で
あ
っ
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3７ 
た
こ
と
を
名
主
自
身
が
後
日
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
植
林
が
進
ま
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
は
「
苗

木
之
義
者
弐
三
年
分
ハ
夫
々
用
意
有
之
候
二
付
、
無
滞
植
付
可
申
旨
一
同
承
知
牡

上
、
寅
年
ら
年
々
小
前
連
印
を
以
、
植
付
小
前
帳
既
一
一
御
役
所
江
奉
差
上
候
」

と
あ
り
、
当
面
は
農
民
各
自
の
手
持
ち
分
に
よ
っ
て
苗
木
を
植
え
つ
け
た
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
名
主
は
「
植
付
之
義
者
困
窮
之
者
共
、
又
者
格
別
之
小
高
・
飢
人
等

二
御
座
侯
得
者
、
御
手
当
之
分
ハ
夫
食
二
差
繰
、
駐
候
得
者
植
付
相
成
兼
候
二
付
、

夫
々
方
私
方
あ
た
へ
一
一
致
、
相
続
相
成
候
取
計
仕
」
と
も
説
明
し
て
お
り
、
「
御

下
ヶ
金
」
は
貧
困
層
へ
の
「
夫
食
」
に
流
用
し
、
苗
木
は
名
主
か
ら
各
農
民
に
与

え
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
「
御
下
ヶ
金
」
が
農
民
の
手
元
に
分
配

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
文
政
四
年
か
ら
で
あ
っ
た
。
次
の
史
料
に
は
文
政
四

年
以
降
の
「
御
下
ヶ
金
」
の
使
途
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
巳
年
之
義
者
、
未
右
入
用
分
二
金
子
不
足
二
付
、
七
両
分
ハ
前
々
之
通

皆
済
之
靭
請
取
、
其
余
八
両
者
小
前
江
割
渡
シ
申
候
、
己
一
一
金
八
両
割
渡

候
分
ハ
後
行
間
違
等
無
之
た
め
、
御
年
貢
請
取
書
江
銘
々
相
記
シ
渡
置
申

候

一
、
午
年
分
、
御
年
貢
二
相
納
、
御
下
ヶ
金
之
義
ハ
手
取
不
申
、
皆
済
専
一

二
取
計
仕
候

一
、
未
年
之
義
者
、
御
年
貢
御
皆
済
相
済
候
而
、
十
二
月
廿
八
日
御
下
ヶ
金

請
取
候
二
付
、
権
四
郎
江
相
談
仕
候
処
、
余
日
無
之
、
割
合
二
者
及
不
申
、

来
春
正
月
二
相
成
候
ハ
、
早
速
割
渡
可
申
与
申
二
付
、
申
正
月
十
二
日
寄

（
絹
）

合
仕
、
小
前
一
同
立
会
之
場
二
而
割
渡
、
ン
申
侯
（
略
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
文
政
四
年
は
金
七
両
を
諸
入
用
分
と
し
て
差
し
引
き
、
残
金

八
両
を
農
民
に
割
り
渡
し
た
。
同
五
年
は
す
べ
て
年
貢
の
納
入
に
引
き
当
て
、
同

六
年
分
は
翌
七
年
正
月
に
な
っ
て
農
民
に
割
り
渡
し
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
荒
畑
へ
の
楢
・
椚
苗
木
の
植
え
つ
け
は
「
寅
年
（
文
政
元
年
）
右
ハ
旬

後
二
付
、
卯
年
占
植
付
い
た
嘘
〕
と
あ
る
よ
う
に
、
文
政
元
年
は
植
え
つ
け
の
時

期
は
ず
れ
で
あ
っ
た
た
め
、
実
際
に
は
文
政
一
一
年
か
ら
植
え
つ
け
を
開
始
し
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
初
「
御
下
ヶ
金
」
は
植
林
費
用
に
は
回
ら
ず
、
村

落
の
不
和
を
助
長
さ
せ
る
元
凶
と
な
っ
た
が
、
村
落
復
興
の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と

（
二
）
文
政
期
の
村
方
騒
動

代
官
役
所
の
「
御
下
ヶ
金
」
支
給
に
よ
る
挺
入
れ
に
よ
っ
て
、
生
業
環
境
が
回

復
軌
道
に
乗
り
は
じ
め
る
の
と
は
対
照
的
に
、
村
内
を
二
分
す
る
村
方
騒
動
が
発

生
し
た
。
こ
れ
は
複
合
的
な
内
容
を
も
つ
村
方
騒
動
で
あ
り
、
代
官
役
所
の
み
な

ら
ず
、
勘
定
奉
行
や
関
東
取
締
出
役
に
出
訴
す
る
大
騒
動
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

文
政
七
年
よ
り
翌
八
年
に
か
け
て
は
、
こ
の
騒
動
が
も
っ
と
も
は
げ
し
い
展
開
を

示
し
た
。
文
政
八
年
二
月
、
名
主
内
蔵
之
助
は
領
主
へ
の
願
書
の
な
か
で
騒
動
の

発
端
と
経
緯
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

当
村
之
義
村
方
騒
動
仕
候
意
趣
逸
々
奉
申
上
候
、
私
親
新
右
衛
門
儀
安
永
七

年
戌
占
弐
拾
ヶ
年
名
主
役
相
勤
、
其
後
村
中
頼
二
付
私
引
誌
、
是
迄
勤
役
仕

候
処
、
村
方
小
前
茂
睦
敷
万
端
相
守
、
何
れ
茂
不
実
不
当
之
者
無
之
相
続
罷

有
、
村
方
暮
方
五
十
ヶ
年
以
前
与
者
殊
之
外
力
附
候
而
、
当
時
困
窮
人
茂
無

之
躰
二
罷
成
候
、
然
ル
処
畢
寛
者
此
節
格
別
二
金
銭
貯
等
茂
ヶ
成
間
二
合
候

者
多
分
二
而
、
諸
雑
用
二
も
少
も
無
差
支
心
躰
二
而
、
十
ヶ
年
以
前
年
寄
権

四
郎
小
前
三
拾
三
人
惣
代
二
而
、
当
村
内
二
荷
物
附
送
り
之
通
路
之
道
有
之
、

政
右
衛
門
勝
手
二
草
篠
等
刈
取
手
尽
二
致
し
、
農
業
道
を
狭
候
出
入
訴
出
候

而
、
夫
々
奉
御
吟
味
請
、
扱
人
立
入
内
済
仕
候
、
然
ル
処
其
節
二
者
権
四
郎

訴
訟
人
政
右
衛
門
相
手
方
二
御
座
候
得
共
、
今
更
之
仕
業
馴
合
出
入
仕
候
、

其
節
者
同
腹
二
而
平
和
之
突
合
二
而
相
治
り
申
候
得
共
、
乍
併
去
ル
午
〈
文

政
五
年
）
之
五
月
中
権
四
郎
方
私
申
入
候
二
者
借
金
多
分
出
来
仕
、
中
々
立

行
等
難
相
成
、
役
儀
も
相
勤
不
申
杯
与
私
江
申
懸
、
ゆ
す
り
同
様
之
事
申
一
一

付
、
如
何
之
訳
哉
与
相
尋
候
へ
者
、
年
々
之
引
負
二
而
都
合
致
候
へ
者
金
三

拾
八
両
借
金
有
之
、
右
金
子
差
出
し
呉
候
様
申
候
二
付
、
私
占
権
四
郎
江
借

金
等
差
出
遣
筋
無
之
、
無
躰
成
申
分
、
私
速
も
親
類
か
、
又
者
縁
者
二
茂
御

座
候
ハ
、
格
別
、
他
人
之
族
二
大
金
差
出
筋
無
之
、
心
外
之
致
方
二
而
残
念

二
奉
存
侯
、
不
和
之
本
元
二
御
座
侯
、
世
間
も
恥
敷
相
成
二
付
歎
二
成
、
三

十
八
両
は
づ
れ
二
成
、
右
を
残
心
二
存
、
強
欲
之
権
四
郎
夫
故
村
方
三
十
六

人
惑
し
、
徒
党
・
同
心
・
連
判
等
五
六
通
り
取
極
、
且
又
新
規
二
無
謂
新
神

に
は
有
効
に
機
能
し
た
の
で
あ
る
。
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取
立
、
三
十
六
人
石
之
祠
江
名
前
切
付
、
中
村
大
明
神
与
ハ
乍
申
名
目
を
付

候
而
己
、
本
意
者
私
を
見
掠
滅
亡
可
為
致
巧
二
而
、
申
合
二
者
六
兵
衛
与
申

者
金
百
両
、
清
助
与
申
者
金
百
両
、
権
四
郎
・
政
右
衛
門
・
文
左
衛
門
右
三

人
二
而
百
両
、
都
合
三
百
両
出
金
仕
候
ハ
、
大
方
名
主
も
可
致
退
転
、
壱
ヶ

年
二
百
両
シ
、
、
三
ヶ
年
二
三
百
両
過
果
し
候
ハ
、
可
滅
亡
与
之
連
判
取
之
、

左
茂
無
之
内
ハ
名
主
役
儀
二
者
手
入
者
不
成
、
此
事
三
十
六
人
洩
し
申
間
敷

旨
取
極
置
候
、
権
四
郎
・
政
右
衛
門
・
文
左
衛
門
右
三
人
発
頭
二
而
村
騒
動

起
し
徒
党
之
巧
二
御
座
候
、
別
神
を
祭
り
、
別
組
を
立
、
別
寄
合
仕
上
者
往

古
之
切
支
丹
二
茂
似
た
り
、
病
死
之
者
有
之
侯
共
、
三
十
六
人
之
外
不
立
合
、

又
者
手
伝
も
不
為
致
、
拾
壱
人
之
内
二
葬
礼
等
有
之
、
三
十
六
人
ハ
不
立
入
、

夫
二
付
是
二
付
寄
合
致
し
、
隣
家
二
而
も
立
入
間
敷
相
談
仕
候
、
全
く
右
三

人
取
計
否
申
事
も
不
相
成
、
此
段
御
推
察
之
御
勘
弁
奉
申
上
候
、
全
く
強

悪
無
欲
之
発
頭
人
皆
欲
占
之
起
り
候
御
座
候
、
政
右
衛
門
・
文
左
衛
門
辿
茂

欲
心
之
発
頭
難
申
上
候
、
御
推
察
被
成
下
置
候
ハ
、
村
方
安
康
二
治
り
、

村
方
永
久
之
助
ケ
ニ
相
成
申
侯
、
於
御
聞
済
二
者
広
大
之
御
救
与
難
有
仕

（
⑰
）
 

合
二
泰
存
候

内
蔵
之
助
の
言
い
分
に
よ
れ
ば
、
文
政
五
年
五
月
、
年
寄
権
四
郎
か
ら
借
金
を

申
し
込
ま
れ
た
が
断
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
権
四
郎
は
村
内

農
民
三
六
人
を
寄
せ
集
め
、
名
主
内
蔵
之
助
を
陥
れ
る
動
き
を
示
し
は
じ
め
た
。

彼
ら
は
結
束
を
固
め
る
た
め
中
村
大
明
神
と
い
う
名
称
の
新
神
を
祭
り
、
三
六
人

だ
け
の
別
組
を
作
っ
て
別
寄
合
を
開
催
し
、
数
通
の
連
判
状
を
作
成
し
た
。
当
時
、

村
内
に
は
四
七
軒
の
家
数
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
の
三
六
軒
が
権
四
郎
側
に
与

し
、
残
る
二
軒
と
の
交
際
を
絶
っ
た
。
ま
さ
に
村
内
を
二
分
す
る
対
立
構
図
が

で
き
あ
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
に
わ
た
る
争

論
が
展
開
し
て
い
っ
た
。

｜
方
、
相
手
方
権
四
郎
ら
の
言
い
分
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

（
前
略
）
三
ケ
年
之
間
願
中
入
用
相
掛
り
、
内
蔵
之
助
立
替
候
分
ハ
右
御
手
当

金
引
落
候
由
二
而
、
寅
卯
辰
（
文
政
元
年
～
同
三
年
）
三
ヶ
年
之
間
割
渡
シ

不
申
、
小
前
之
も
の
共
疑
惑
い
た
し
、
巳
年
（
文
政
四
年
）
二
相
成
、
入
用

仕
訳
ヶ
見
せ
呉
候
様
度
々
懸
ヶ
合
候
得
共
、
投
遺
ニ
い
た
し
取
敢
不
申
候
二

付
、
内
蔵
之
助
ヲ
相
手
取
り
願
出
度
奉
存
候
へ
共
、
御
手
当
金
被
下
侯
間
も

な
く
及
出
入
候
儀
奉
恐
入
候
二
付
、
内
々
寄
合
等
相
催
し
候
内
、
右
之
通
双

方
永
続
之
基
一
同
御
慈
慮
之
程
難
有
御
義
二
奉
存
、
後
年
農
業
之
励
二
も
可

相
成
与
寄
合
、
石
之
祠
江
先
御
支
配
様
御
性
名
ヲ
記
し
建
置
申
度
、
右
之
趣

政
右
衛
門
・
文
左
衛
門
よ
り
権
四
郎
江
申
聞
、
尤
内
蔵
之
助
井
小
前
拾
壱
人

之
内
、
善
兵
衛
外
拾
人
者
御
手
当
金
一
条
二
付
同
腹
之
も
の
故
、
相
談
相
省

き
、
相
建
候
迄
二
御
座
候
得
共
、
新
規
之
儀
ニ
付
容
易
不
成
義
与
心
付
早
速

（
妃
）

取
払
候
義
二
而
、
全
紛
敷
祠
相
建
候
儀
二
者
無
御
座
旨
申
之
〈
後
略
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
村
方
騒
動
の
発
端
は
「
御
下
ヶ
金
」
の
割
り
渡
し
を
め
ぐ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
名
主
は
一
連
の
減
免
要
求
行
動
で
要
し
た
諸
入
用
を
「
御
下
ヶ

金
」
か
ら
引
き
落
と
し
た
が
、
そ
の
明
細
を
村
人
に
報
告
し
な
か
っ
た
。
こ
の
た

め
、
櫓
四
郎
ら
三
六
人
は
名
主
に
そ
の
説
明
を
求
め
た
が
、
名
主
は
取
り
あ
わ
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
権
四
郎
ら
は
「
御
下
ヶ
金
」
横
領
の
訴
訟
を
起
こ
そ
う
と
し
た

が
、
「
御
手
当
金
被
下
候
間
も
な
く
及
出
入
候
儀
奉
恐
人
侯
二
付
、
内
々
寄
合
等
相

催
」
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
な
か
で
、
「
御
下
ヶ
金
」
を
支
給
し
て
く
れ

た
代
官
中
村
八
太
夫
を
顕
彰
す
る
こ
と
に
な
り
、
「
中
村
大
明
神
」
と
い
う
新
神
を

祀
る
祠
を
建
立
し
た
が
、
新
規
の
新
神
取
り
立
て
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
す

ぐ
に
取
り
払
っ
た
と
い
う
。
こ
の
際
、
「
内
蔵
之
助
弁
小
前
拾
壱
人
之
内
、
善
兵
衛

外
拾
人
者
御
手
当
金
一
条
二
付
同
腹
之
も
の
故
、
相
談
相
省
」
く
こ
と
に
な
っ
た

と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
名
主
側
は
樵
四
郎
ら
の
新
神
取
り
立
て
の
言
い
分
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
異
議
を
唱
え
て
い
る
。

右
新
神
ハ
先
御
支
配
様
御
仁
恵
二
預
リ
候
二
付
奉
尊
敬
相
祭
り
候
杯
与
申
立
、

実
々
尊
敬
二
候
ハ
、
名
主
・
百
姓
代
弁
二
外
小
前
拾
壱
人
を
相
省
き
突
合
不

致
、
三
十
六
人
ニ
限
り
尊
敬
可
致
筋
無
之
、
一
村
一
躰
二
可
有
之
処
、
此
段

厳
重
之
御
吟
味
二
御
座
侯
処
、
又
候
右
新
神
之
申
訳
ヶ
可
致
巧
を
以
、
名
主

方
二
御
下
ヶ
金
取
込
有
之
杯
与
申
立
二
仕
候
、
右
御
下
ヶ
金
之
儀
者
御
用
屋

敷
御
利
足
之
内
二
而
壱
ヶ
年
二
金
拾
五
両
宛
御
下
ヶ
金
被
成
下
、
尤
寅
年
占

拾
ヶ
年
之
内
被
下
切
二
奉
頂
戴
、
右
御
手
当
ヲ
以
楢
・
椚
可
植
付
旨
被
仰
渡
、

然
ル
処
御
願
中
諸
入
用
多
分
相
懸
リ
候
二
付
、
右
入
用
之
義
村
方
小
前
一
同
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3９ 
相
談
之
上
諸
入
用
立
替
之
分
御
下
ヶ
金
二
而
初
年
占
入
目
丈
ヶ
引
落
呉
候
様

（
㈹
）

二
村
役
人
弁
小
前
一
同
相
頼
二
付
任
其
意
取
計
仕
候

名
主
側
は
権
四
郎
ら
が
「
先
御
支
配
様
」
（
代
官
中
村
八
太
夫
）
を
顕
彰
し
よ
う

と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
御
下
ヶ
金
」
は
村
に
支
給
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
村

人
一
同
で
行
う
べ
き
で
あ
り
、
名
主
ら
二
人
を
除
外
し
た
の
は
納
得
で
き
な
い

と
し
て
い
る
。
裁
判
で
の
吟
味
過
程
で
、
権
四
郎
ら
は
新
神
取
り
立
て
の
言
い
訳

に
窮
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
今
度
は
名
主
に
よ
る
「
御
下
ヶ
金
」
の
横
領
問
題
を

口
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

村
内
は
こ
の
よ
う
に
「
御
下
ヶ
金
」
横
領
一
件
や
「
新
神
」
取
り
立
て
一
件
で
大
き

く
揺
ら
い
だ
。
こ
の
こ
と
が
領
主
の
吟
味
に
持
ち
込
ま
れ
た
た
め
、
村
役
人
の
責

任
問
題
に
も
波
及
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
同
時
に
文
政
六
年
の

村
方
鎮
守
再
建
に
伴
う
棟
札
認
方
一
件
や
隣
村
の
前
貝
塚
村
よ
り
貰
い
受
け
た
酒

代
金
使
途
不
明
一
件
も
発
生
し
て
い
た
。
い
ず
れ
も
、
前
述
し
た
よ
う
な
名
主
内

蔵
之
助
・
百
姓
代
新
左
衛
門
ら
一
一
人
と
年
寄
権
四
郎
ら
三
六
人
と
の
対
立
構
図

と
な
っ
て
い
た
。
前
者
は
「
鎮
守
棟
札
之
義
も
村
中
氏
子
之
も
の
共
名
前
可
相
記

（
副
》

候
処
、
内
蔵
之
助
壱
人
之
名
前
ヲ
以
神
前
二
掛
置
、
右
様
仕
来
等
相
破
り
候
」
と

い
う
も
の
で
、
こ
の
た
め
権
四
郎
ら
は
鎮
守
再
建
費
用
の
支
払
い
を
拒
否
し
て
い

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
名
主
内
蔵
之
助
は
「
村
内
鎮
守
神
明
宮
再
建
之
儀
、
悴
亀

蔵
願
主
与
棟
札
二
相
記
シ
候
二
付
、
普
請
入
用
金
不
足
之
分
勘
定
不
仕
候
趣
申
立

｛
副
〉

候
得
共
、
是
又
右
亀
蔵
願
主
之
筋
決
而
無
之
、
世
話
人
二
御
座
候
」
と
述
べ
、
棟

札
の
認
方
が
間
違
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
、
権
四
郎
ら
が
再
建
費
用
の
支
払
い

に
応
じ
る
よ
う
領
主
に
訴
え
出
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
村
方
騒
動
は
文
政
七
年
一
二
月
、
名
主
内
蔵
之
助
ら
が
廻
村
中
の
関

東
取
締
出
役
に
訴
え
出
た
こ
と
か
ら
本
格
化
し
た
。
そ
の
内
容
は
二
四
か
条
か
ら

（
理
）

な
る
細
部
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
端
的
に
言
え
ば
村
落
が
一
一
つ
に
分
か
れ
て
対

立
し
、
そ
の
運
営
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
届
け
出
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
時
は
確
た
る
証
拠
を
つ
か
め
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
八

年
正
月
、
名
主
・
百
姓
代
が
と
も
に
代
官
山
田
茂
左
衛
門
役
所
に
訴
え
出
た
。
そ

の
結
果
、
「
右
一
件
当
御
役
所
様
江
被
召
出
、
御
吟
味
中
年
寄
権
四
郎
弁
小
前

頭
取
政
右
衛
門
・
文
左
衛
門
三
人
之
者
共
入
牢
被
仰
付
、
且
私
（
名
主
内
蔵
之

助
）
弁
百
姓
代
新
左
衛
門
義
右
躰
村
方
寄
合
新
神
を
祭
り
候
義
不
訴
出
段
不
埒
之
旨

〈
麺
）

被
仰
渡
候
上
両
人
共
宿
預
ヶ
被
仰
付
」
と
あ
る
よ
う
に
、
騒
動
の
首
謀
者
で
あ

る
権
四
郎
・
政
右
衛
門
・
文
左
衛
門
が
入
牢
、
こ
の
騒
動
を
早
期
に
届
け
出
な
か

っ
た
と
い
う
理
由
で
名
主
と
百
姓
代
が
宿
預
ケ
の
処
分
を
下
さ
れ
た
。
し
か
し
、

権
四
郎
ら
の
行
動
は
お
さ
ま
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
名
主
ら
は
代
官
役
所
に
対
し
、
「
徒
党
頭
取
年
寄
権
四
郎
・
百
姓
政
右

衛
門
・
同
文
左
衛
門
、
右
三
人
御
吟
味
中
一
一
月
廿
一
日
入
牢
二
相
成
、
三
月
朔
日

出
牢
仕
候
処
、
小
前
寄
合
、
又
者
新
規
之
新
神
取
立
候
段
相
違
無
之
旨
申
上
候
一
一

付
、
同
日
出
牢
二
相
成
、
政
右
衛
門
女
房
と
み
義
（
勘
定
奉
行
）
曽
我
豊
後
守
様

江
欠
込
差
越
等
致
し
候
得
共
、
召
出
候
者
共
不
残
宿
預
ケ
ニ
相
成
罷
有
候
得
共
、

至
而
強
悪
之
族
頭
取
三
人
其
健
二
捨
置
、
格
別
之
御
答
〆
無
之
上
者
猶
又
強
悪
増

長
仕
、
名
主
申
付
侯
義
を
も
不
相
用
、
当
時
江
戸
郷
宿
二
而
茂
種
々
悪
口
歎
相
募

り
、
御
前
江
も
申
兼
候
程
之
始
末
難
捨
置
候
間
、
右
三
人
閥
所
二
被
仰
付
候
ハ
、

村
方
安
康
二
相
治
り
可
申
候
、
当
時
之
姿
二
而
ハ
安
心
不
仕
、
厳
重
之
御
吟
味
一
一

而
五
人
組
帳
御
条
目
相
背
候
段
、
重
き
御
仕
置
被
仰
付
、
村
方
相
治
り
侯
様
二
御

（
劃
）

取
計
被
成
下
置
、
行
末
村
方
二
出
入
ヶ
間
敷
事
無
之
様
二
奉
願
上
候
」
と
い
う
願

書
を
提
出
し
、
椎
四
郎
ら
の
行
状
が
改
ま
ら
な
い
た
め
闘
所
と
い
う
重
い
処
分
を

求
め
た
。

こ
の
騒
動
は
幾
度
と
な
く
代
官
役
所
で
吟
味
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
つ
い
に

は
勘
定
奉
行
所
に
も
持
ち
込
ま
れ
、
収
束
不
可
能
な
事
態
に
陥
っ
て
い
っ
た
。
そ

し
て
、
そ
の
中
心
的
な
争
点
は
「
御
下
ヶ
金
」
横
領
一
件
と
新
神
取
り
立
て
に
よ

る
村
落
二
分
の
一
件
と
に
収
散
し
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
松
木
の
松
喰
虫
喰
い

荒
ら
し
に
伴
う
減
免
要
求
行
動
で
要
し
た
諸
入
用
の
勘
定
帳
が
見
出
さ
れ
、
一
転

し
て
村
方
騒
動
は
解
決
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
経
緯
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ

れ
て
い
る
。

右
諸
入
用
勘
定
帳
、
其
節
ハ
有
之
候
得
共
、
年
来
相
立
紛
失
い
た
し
、
当
時

見
当
り
不
申
旨
申
上
候
二
付
、
｜
同
御
吟
味
詰
之
上
口
書
印
形
被
仰
付
候
処
、

組
頭
権
四
郎
・
小
前
三
十
壱
人
惣
代
政
右
衛
門
・
久
米
蔵
印
形
難
渋
仕
候
二

付
、
当
（
文
政
八
年
）
五
月
中
（
勘
定
奉
行
）
石
川
主
水
正
様
江
御
差
出
し

一
一
相
成
、
御
吟
味
中
内
蔵
之
助
方
二
而
一
旦
不
見
当
由
申
立
候
諸
入
用
遺
払
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4０ 

勘
定
帳
古
き
書
物
二
取
紛
有
之
旨
二
而
差
上
候
二
付
、
権
四
郎
其
外
之
も
の

共
見
届
候
義
二
而
、
（
中
略
）
内
蔵
之
助
方
二
而
立
替
置
候
分
ハ
勘
定
相
立
差

引
相
済
候
段
、
井
遣
払
之
廉
々
相
分
り
疑
惑
相
晴
申
分
無
御
座
、
其
外
村
方

鎮
守
棟
札
之
儀
ハ
先
例
之
通
相
改
、
氏
子
中
与
相
認
候
筈
、
然
ル
上
者
内
蔵

之
助
取
計
方
疑
心
相
晴
候
二
付
、
御
奉
行
所
様
御
吟
味
下
ヶ
奉
願
、
此
上
御

支
配
ニ
お
ゐ
て
御
吟
味
奉
請
度
旨
申
上
候
二
付
、
一
同
願
之
通
一
件
御
下
ケ

ニ
相
成
、
尚
又
御
吟
味
請
候
得
共
、
右
之
通
帳
面
見
届
巨
細
相
分
り
、
権
四

郎
井
小
前
三
十
壱
人
之
者
共
申
分
無
之
、
新
規
祠
之
義
も
最
早
取
払
、
当
時

（
弱
）

跡
形
無
之
二
付
、
内
蔵
之
助
外
小
前
拾
人
之
も
の
共
是
又
申
分
無
之
（
後
略
）

こ
の
よ
う
に
、
諸
入
用
勘
定
帳
が
見
出
さ
れ
、
公
開
さ
れ
た
こ
と
で
、
騒
動
は

一
気
に
収
束
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
対
立
関
係
に
あ
っ
た
名
主
内
蔵
之
助
と

組
頭
権
四
郎
ら
と
の
和
解
が
成
立
し
、
文
政
八
年
八
月
、
そ
の
双
方
の
代
表
者
に

（
鉛
）

よ
っ
て
議
定
一
札
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
。

対
談
議
定
一
札
之
事

一
、
御
下
ケ
金
一
条
之
義
者
訴
答
弁
扱
人
一
同
立
会
、
其
剛
之
諸
帳
面
週
払

取
調
之
上
夫
々
差
引
を
相
立
取
調
相
分
り
、
取
引
相
済
候
上
者
小
前
之
も

の
共
方
二
而
申
分
無
之
候

一
、
名
主
内
蔵
之
助
・
組
頭
権
四
郎
・
百
姓
代
新
左
衛
門
、
右
三
人
帰
村
之

上
一
同
退
役
可
仕
、
尤
名
主
跡
役
見
立
候
迄
者
隣
村
上
山
新
田
名
主
忠
七

方
二
而
兼
帯
名
主
相
勤
、
組
頭
・
百
姓
代
之
儀
者
小
前
一
同
相
談
之
上
見

立
候
筈

一
、
村
方
鎮
守
再
建
之
儀
ニ
付
心
得
運
有
之
、
且
棟
札
之
儀
氏
子
中
与
可
認

事

一
、
石
宮
之
義
者
夫
々
相
分
り
申
分
無
之
候

一
、
隣
村
前
貝
塚
村
占
貰
諸
侯
酒
之
儀
茂
夫
々
相
分
り
申
分
無
之
候

一
、
御
奉
行
所
様
御
下
ヶ
願
之
儀
者
帳
面
取
調
勘
定
仕
候
処
不
正
之
廉
無
之
、

疑
惑
相
晴
候
二
付
、
何
れ
一
一
も
御
下
ケ
ニ
相
成
候
様
認
〆
候
筈

右
之
通
対
談
内
議
定
仕
候
処
相
違
無
御
座
候
、
依
之
一
札
為
取
替
置
申
処
如
件

こ
こ
に
は
村
方
騒
動
で
明
ら
か
と
な
っ
た
諸
問
題
の
全
体
に
つ
い
て
の
合
意
事

項
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
、
村
方
三
役
は
す
べ
て
退
役
と
な
り
、
当
面

隣
村
の
上
山
新
田
の
名
主
忠
七
が
藤
原
新
田
の
名
主
も
兼
帯
し
、
組
頭
と
百
姓
代

は
村
民
一
同
で
協
議
し
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
同
年
一
○
月
二
六
日
、

騒
動
の
主
体
と
な
っ
た
村
民
代
表
は
、
二
件
御
吟
味
下
ヶ
を
も
相
願
候
二
付
、

御
宥
免
を
以
一
同
急
度
御
叱
被
置
候
間
、
今
般
不
罷
出
者
共
江
も
可
申
達
候
旨
被

（
師
）

仰
渡
」
》
」
と
に
対
し
て
、
代
官
山
田
茂
左
衛
門
役
所
に
請
書
を
提
出
し
た
。
こ
う

し
て
村
方
騒
動
は
終
結
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
名
主
残
任
期
間
中
の
翌
九
年

（
鞘
〉

正
月
一
一
○
日
、
内
蔵
之
助
は
権
四
郎
ら
の
「
五
人
悪
口
書
」
を
柏
井
・
上
山
新
田
・

鎌
ヶ
谷
の
各
村
御
扱
人
に
提
出
し
て
お
り
、
す
ぐ
に
は
騒
動
当
事
者
双
方
の
わ
だ

か
ま
り
が
消
え
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
年
一
○
月
に
は
上
山
新
田
名
主

忠
七
が
藤
原
新
田
の
名
主
を
兼
帯
し
、
新
体
制
の
も
と
で
村
落
の
復
興
を
果
た
す

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
「
御
下
ヶ
金
」
の
支
給
と
村
落
復
興

文
化
末
年
か
ら
天
保
期
に
か
け
て
の
藤
原
新
田
の
年
貢
納
入
量
を
見
る
限
り
、

大
き
な
変
化
は
な
く
、
生
業
は
順
調
に
進
捗
し
た
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
こ

（
、
）

の
間
に
も
領
主
の
農
村
保
護
育
成
策
は
実
施
さ
れ
て
い
た
。
文
化
一
一
一
年
（
’
八

一
五
）
以
降
、
「
貯
穀
廿
分
一
御
下
穀
」
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
文
政
三
年
二
八

二
○
）
に
は
「
当
辰
春
中
占
度
々
大
雨
二
而
麦
作
損
毛
仕
、
麦
刈
取
最
中
雨
降
統
、

刈
入
禰
置
候
分
も
其
髄
蒔
腐
二
相
成
、
尚
又
土
用
後
方
数
度
之
降
雨
二
而
麦
作
一
一

不
限
、
都
而
麦
作
立
毛
之
分
不
熟
致
し
、
当
日
夫
食
二
も
差
支
、
一
同
困
窮
仕
、

麦
蒔
付
時
節
相
成
候
而
も
穂
麦
差
支
候
二
付
、
拝
借
被
仰
付
度
旨
相
願
候
二
付
、

再
応
御
吟
味
之
上
御
伺
被
成
下
候
処
、
願
之
通
拝
借
被
仰
付
」
と
あ
る
よ
う
に
、

代
官
山
田
茂
左
衛
門
役
所
か
ら
麦
種
代
の
拝
借
を
許
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

「
返
納
之
義
者
三
割
利
金
差
加
へ
、
来
ル
巳
占
酉
迄
五
ヶ
年
賦
書
面
割
合
之
通
上

（
的
〉

納
可
仕
旨
御
下
知
」
と
あ
っ
て
、
拝
借
金
八
両
と
氷
一
一
一
一
五
文
に
、
一
二
割
の
利
息

金
二
両
一
分
と
氷
二
一
七
文
五
分
を
加
え
た
、
合
計
金
一
○
両
二
分
と
永
一
九
二

文
五
分
を
、
翌
四
年
か
ら
毎
年
永
二
貫
一
三
八
文
五
分
ず
つ
返
納
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
時
、
麦
種
代
を
拝
借
し
た
の
は
畑
を
所
持
し
た
一
一
一
二
人
で
、
二
人
が

氷
三
七
五
文
で
あ
る
ほ
か
は
い
ず
れ
も
氷
二
五
○
文
を
拝
借
し
た
。
ま
た
同
五
年

に
は
山
田
茂
左
衛
門
役
所
に
「
相
続
拝
借
金
」
の
拝
借
を
願
い
、
同
年
一
○
月
に
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4１ 
は
永
二
賃
五
○
○
文
を
受
け
取
り
、
翌
六
年
か
ら
五
年
間
、
毎
年
氷
五
○
○
文
を

返
済
し
て
い
つ
崎
鈩
こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
生
業
環
境
の
な
か
で
、
村
方
騒
動
を

引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
期
の
藤
原
新
田
の
生
業
実
態
を
知
れ
る
も
の
に
、
村
役
人
が
文
政
一
○
年

《
唾
》

八
月
に
関
東
取
締
出
役
に
提
出
し
た
「
農
間
商
ひ
渡
世
之
も
の
名
前
調
書
」
が
あ

る
。
こ
の
調
査
は
社
会
に
蔓
延
す
る
著
侈
を
統
制
す
る
一
環
と
し
て
風
俗
・
刀
剣

な
ど
に
関
す
る
農
間
渡
世
を
調
査
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
た
め
、
藤
原
新
田
で

は
「
居
酒
渡
世
」
二
人
、
「
煮
売
渡
世
」
一
人
、
「
髪
結
渡
世
」
｜
人
を
醤
き
上
げ

て
い
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
村
内
の
家
数
四
八
軒
の
う
ち
三
一
軒

が
「
農
業
一
派
渡
世
」
、
一
七
軒
が
「
農
間
商
渡
世
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
村
内
の

三
分
の
一
の
農
民
が
何
ら
か
の
諸
稼
ぎ
に
従
事
し
て
い
た
わ
け
で
、
兼
業
農
家
の

経
営
形
態
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同

七
年
一
二
月
の
「
諸
商
人
書
上
帳
」
に
は
、
米
穀
・
酒
・
醤
油
・
炭
・
薪
・
質
屋

商
売
の
新
左
衛
門
（
持
高
六
○
石
余
）
、
米
穀
・
酒
・
醤
油
商
売
の
清
助
（
持
高
一

石
余
）
、
炭
・
薪
商
売
の
政
右
衛
門
（
持
高
八
四
石
余
）
、
薪
商
売
の
武
左
衛
門
（
持

高
一
石
余
）
・
文
左
衛
門
（
持
高
一
○
石
余
）
が
書
き
上
げ
ら
梅
←
薪
・
炭
と
い
っ

た
山
荷
物
の
生
産
に
従
事
す
る
者
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
文
政
一
○
年

の
調
査
で
、
「
農
間
商
渡
世
」
を
行
っ
て
い
た
一
七
軒
は
林
産
物
の
生
産
に
従
事
す

る
者
を
多
く
含
ん
で
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

さ
て
、
「
御
下
ヶ
金
」
支
給
後
の
村
落
復
興
の
模
様
を
術
戯
す
る
の
は
む
ず
か
し

い
が
、
貨
幣
経
済
の
進
展
と
と
も
に
農
民
層
分
解
を
伴
い
な
が
ら
進
捗
し
た
よ
う

で
あ
る
。
特
に
、
村
内
の
大
高
持
層
に
土
地
が
集
積
さ
れ
し
て
い
く
状
況
が
顕
著

に
認
め
ら
れ
る
。
内
蔵
之
助
（
の
ち
栄
之
助
）
家
は
名
主
を
勤
め
る
村
内
有
数
の

富
裕
農
民
だ
が
、
文
化
元
年
に
は
金
融
・
米
穀
商
売
の
ほ
か
、
野
菜
や
山
荷
物
を

江
戸
本
所
・
浅
草
や
行
徳
。
近
隣
の
町
場
な
ど
に
出
荷
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、

山
荷
物
は
薪
・
松
葉
・
竹
・
萱
木
・
鹿
朶
な
ど
を
出
荷
し
、
な
か
で
も
松
葉
の
比

（
“
）
 

重
が
高
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
松
喰
虫
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
文
化
一
四
年
に
は

（
蝿
）

松
薪
・
「
西
川
」
・
樫
木
・
鹿
朶
な
ど
の
山
荷
物
生
産
と
な
り
、
そ
の
取
引
量
も
き

わ
め
て
落
ち
込
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
「
御
下
ケ
金
」
支
給
後
の
文
政
一
三
年
に
は

（
髄
）

「
松
皮
な
し
」
・
「
西
川
」
・
「
松
戈
」
・
松
薪
な
ど
を
販
売
し
て
い
る
が
、
そ
の
出
荷

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
藤
原
新
田
は
下
総
台
地
の
開
発
に
よ
っ
て
で
き
あ
が
っ
た
新

田
村
落
で
あ
っ
た
た
め
、
地
味
が
悪
く
、
必
ず
し
も
農
産
物
の
生
産
に
適
し
た
土

地
で
は
な
か
っ
た
。
ひ
と
た
び
自
然
災
害
が
発
生
す
る
と
、
耕
作
不
可
能
な
荒
地

が
増
大
し
、
年
貢
の
納
入
に
も
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
高
諸
け
さ
れ
た
土
地

で
は
年
貢
の
納
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
た
め
、
農
民
た
ち
は
下
畑
に
植
林
し
、
そ

の
木
か
ら
薪
や
炭
な
ど
の
山
荷
物
を
生
産
し
、
年
貢
の
引
き
当
て
と
し
て
い
た
。

自
然
は
こ
の
地
域
の
人
々
に
そ
の
よ
う
な
生
業
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
当
村
が
大
消
費
都
市
江
戸
及
び
行
徳
塩
業
地
と
い
っ
た
市
場
に
隣
接
し

て
い
た
こ
と
が
そ
れ
を
可
能
と
さ
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
な
か
で
荒
地
の
増

大
は
離
村
者
を
生
み
出
し
、
村
内
人
口
を
減
少
さ
せ
た
。
こ
の
た
め
、
領
主
は
農

村
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
一
環
と
し
て
各
種
の
復
興
対
策
を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、

年
貢
減
免
や
人
口
増
殖
の
た
め
の
資
金
投
与
を
実
施
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
村

落
は
し
だ
い
に
復
興
し
て
い
く
か
に
み
え
た
が
、
ま
た
し
て
も
自
然
災
害
に
見
舞

量
は
増
え
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
年
浅
草
の
武
蔵
屋
に
は

一
七
二
四
束
を
売
っ
て
約
二
一
両
を
得
、
本
所
の
勝
鹿
屋
に
は
五
四
束
を
売
却
し

て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
林
産
物
の
中
心
は
な
お
松
木
で
あ
っ

た
。こ
の
時
期
、
内
蔵
之
助
家
は
下
男
・
下
女
を
抱
え
た
ほ
か
、
日
雇
い
人
を
数
人

雇
い
、
農
産
物
や
山
荷
物
の
生
産
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
。
こ
の
な
か
に
は
木
挽
仙

蔵
の
名
も
み
え
る
。
現
存
す
る
日
雇
日
記
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
文
化
年
間
ま
で

確
認
で
き
な
い
植
林
が
文
政
期
か
ら
見
え
は
じ
め
る
。
文
政
一
○
年
四
月
一
五
日

（
師
）

の
記
事
に
は
「
松
植
」
と
あ
り
、
翌
一
一
年
一
一
一
月
一
日
に
は
「
松
苗
掘
」
、
同
一
一
一
月

（
餌
）

一
一
五
日
に
は
「
松
植
」
と
あ
り
、
こ
の
時
期
松
の
植
林
を
恒
例
化
し
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
地
道
な
植
林
に
よ
り
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
栄
之
助
家
の
諸
品
売

上
げ
は
、
「
手
産
諸
品
売
捌
帳
」
に
よ
れ
ば
「
米
井
雑
木
・
真
木
・
鹿
朶
・
炭
、
其（釣）

外
売
物
分
」
と
し
て
金
一
一
一
二
八
両
二
分
三
朱
と
銭
一
四
二
文
を
売
上
げ
て
い
た
。

栄
之
助
家
は
こ
の
段
階
で
は
手
広
く
「
真
木
買
入
」
を
展
開
し
、
単
に
生
産
物
を

売
却
す
る
だ
け
で
な
く
、
薪
の
仲
買
に
よ
り
利
益
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。
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わ
れ
た
の
で
あ
る
。

文
化
期
末
の
松
喰
虫
の
発
生
は
、
薪
や
炭
を
生
産
し
て
生
活
を
維
持
し
、
年
貢

の
引
き
当
て
と
し
て
き
た
藤
原
新
田
の
農
民
た
ち
に
と
っ
て
は
大
打
撃
で
あ
っ
た
。

自
然
が
人
の
営
み
を
制
約
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
、
繰
り
広
げ
ら
れ
た
年

貢
減
免
要
求
は
、
幕
府
方
針
に
よ
り
貫
徹
で
き
ず
、
代
わ
り
に
「
御
下
ヶ
金
」
の

支
給
に
よ
っ
て
村
落
を
復
興
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
支
給
は
下
畑
に
植
え

ら
れ
た
松
が
松
喰
虫
の
発
生
に
よ
り
枯
れ
た
た
め
、
楢
や
椚
を
植
林
し
て
村
落
の

再
生
を
果
た
す
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
自
然
の
脅
威
へ
の
対
応
と
し
て
、

人
の
側
の
社
会
関
係
を
通
じ
て
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
の
側

が
自
然
に
樹
種
の
変
更
と
い
う
働
き
か
け
を
行
い
、
生
活
を
維
持
さ
せ
る
こ
と
を

意
味
し
た
。
し
か
し
、
人
の
側
は
「
御
下
ヶ
金
」
の
使
途
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
村
方

騒
動
を
引
き
起
こ
し
た
。
人
の
側
は
自
然
の
脅
威
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
村
方

騒
動
と
い
う
副
産
物
を
生
み
出
し
た
。
「
御
下
ヶ
金
」
の
支
給
に
よ
っ
て
村
落
復
興

の
道
筋
は
つ
け
ら
れ
た
が
、
村
方
騒
動
の
発
生
に
よ
り
そ
の
融
和
の
た
め
の
多
大

な
労
力
と
経
費
を
費
や
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

自
然
は
人
の
営
み
の
う
え
で
資
源
を
供
給
す
る
と
い
う
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
が
、

そ
の
資
源
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
人
の
側
は
諸
々
の
社
会
関
係
を
築
い
て
い
た

こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
に
、
自
然
の
脅
威
へ
の
対
応
も
ま
た

人
の
側
の
社
会
関
係
を
映
し
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
松
喰
虫

一
件
も
、
領
主
と
村
落
、
村
落
内
の
農
民
と
農
民
と
の
諸
関
係
を
浮
き
彫
り
に
し

て
お
り
、
単
に
松
喰
虫
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
、
自
然
が
人
の
営
み
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
一
方
で
人
が
自
然
に
働
き
か
け

を
行
っ
て
生
活
の
維
持
を
は
か
り
、
さ
ら
に
自
然
が
人
の
営
み
を
制
約
す
る
と
い

う
相
互
作
用
が
歴
史
の
な
か
に
は
常
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

〈
注
〉

（
１
）
藤
原
新
田
の
松
喰
虫
喰
い
荒
ら
し
一
件
を
年
貢
と
の
関
連
で
論
じ
た
も
の
に
鏑
木

行
廠
「
幕
領
葛
飾
郡
藤
原
新
田
の
年
貢
ｌ
松
喰
虫
喰
い
荒
ら
し
一
件
と
関
連
し
て

ｌ
」
含
千
葉
県
の
歴
史
」
第
一
四
号
、
一
九
七
七
年
）
、
ま
た
村
入
用
を
論
じ
た
も

の
に
菅
野
貞
男
「
近
世
後
期
の
村
入
用
に
つ
い
て
」
（
「
千
葉
県
の
歴
史
」
第
一
三

号
、
一
九
七
六
年
）
が
あ
る
。
さ
ら
に
村
方
騒
動
に
つ
い
て
は
、
野
中
政
博
「
藤

原
新
田
に
お
け
る
村
方
騒
動
の
基
礎
的
研
究
」
（
「
船
橋
市
史
研
究
」
第
八
号
、
一

九
九
三
年
）
、
村
井
早
苗
「
村
方
騒
動
と
寺
社
」
（
藤
木
久
志
等
編
著
「
荘
園
と
村

を
歩
く
」
、
一
九
九
七
年
）
が
あ
る
。

（
２
）
大
谷
貞
夫
「
寛
文
延
宝
期
に
お
け
る
下
利
根
川
流
域
の
開
発
と
治
水
」
含
成
田
市

史
研
究
」
第
一
号
）
、
小
倉
博
「
新
利
根
川
開
製
と
新
田
開
発
」
（
「
成
田
山
教
育
文

化
福
祉
財
団
研
究
紀
要
」
第
一
号
）
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）
船
橋
市
西
図
醤
館
蔵
。

（
４
）
「
船
橋
市
史
」
史
料
編
（
四
・
下
）
、
一
九
一
～
三
頁
。

（
５
）
「
船
橋
市
史
」
史
料
編
「
二
八
九
～
九
四
頁
。

（
６
）
船
橋
市
藤
原
町
・
安
川
厚
家
文
瞥
、
目
録
番
号
年
貢
二
五
一
号
。
以
下
、
安
川
家

文
書
に
つ
い
て
は
「
船
橋
市
安
川
家
史
料
目
録
」
中
の
分
類
項
目
と
目
録
番
号
の

み
を
記
す
。

（
７
）
年
貢
二
五
一
号
。

（
８
）
注
（
４
）
に
同
じ
。

（
９
）
「
農
業
全
瞥
」
（
岩
波
文
庫
）
二
九
一
頁
。

（
、
）
「
市
川
市
史
」
第
六
巻
上
、
四
八
○
頁
。

（
、
）
年
貢
一
九
三
号
。

（
、
）
年
貢
一
九
四
号
。

（
週
）
年
貢
一
八
九
号
。

（
ｕ
）
柏
村
哲
博
「
寛
政
改
革
と
代
官
行
政
」
（
国
醤
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
）
一
三
九
’

四
三
頁
。

（
過
）
年
貢
二
四
七
号
。

（
辺
年
貢
二
四
四
号
。

（
Ⅳ
）
「
地
方
凡
例
録
」
上
巻
、
一
○
二
頁
。

（
旧
）
年
貢
二
四
七
号
。

（
四
）
年
貢
二
四
二
号
。

（
卯
）
年
貢
二
四
八
号
。

（
皿
）
年
貢
二
五
○
号
。

（
犯
）
注
（
皿
）
に
同
じ
。

（
翌
注
（
皿
）
に
同
じ
。

（
型
）
村
方
出
入
三
九
号
。

（
班
）
年
貢
二
五
一
号
。
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支村注村村村村年注注村注注ネオ注注村注村年
配方へ方方方方貢へ_方へへ方へへ方へ方貢
五出鰹出出出出二４１４４出４４３９出４１４１出３９出二
二入一入入入入八一一入一一入一一入一入八
号五に六三二六四に仁六に’二四に仁四に五三
・二同一九一○号同同二同同九同同一同一号
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（
塑
性
〈
翌
に
同
じ
。

（
”
）
年
貢
二
五
四
号
。

（
躯
）
年
貢
二
五
三
号
。

（
羽
）
「
御
触
書
天
保
集
成
」
下
、
一
四
八
頁
。

（
辺
「
牧
民
金
鐸
堅
上
巻
、
四
四
○
１
－
頁
。

（
型
注
（
町
）
に
同
じ
。

（
犯
）
注
（
躯
）
に
同
じ
。

（
型
注
（
躯
）
に
同
じ
。

（
鍵
）
村
政
二
三
号
。

（
弱
）
注
（
型
）
に
同
じ
。

（
翌
産
業
九
号
。

（
師
）
拙
稿
「
伊
奈
忠
尊
失
脚
後
の
関
東
郡
代
制
」
（
「
日
本
歴
史
」
第
五
二
一
号
、
一
九

村
方
出
入
三
九
号
。

村
方
出
入
六
一
号
。

注
（
“
）
に
同
じ
。

村
方
出
入
五
二
号
。

支
配
五
二
号
。

村
方
出
入
六
○
号
。

村
方
出
入
二
一
二
号
。

年
貢
二
八
三
号
。

村
方
出
入
五
一
号
。

注
（
型
に
同
じ
。

村
方
出
入
四
一
号
。

注
（
虹
）
に
同
じ
。

注
（
似
）
に
同
じ
。

村
方
出
入
四
九
号
。

往
く
型
に
同
じ
。

注
（
“
）
に
同
じ
。

村
方
出
入
六
二
号
。

注
（
“
）
に
同
じ
。

注
（
似
）
に
同
じ
。

九

年
～グ

。

〈
追
記
〉
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
史
料
の
閲
覧
に
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い

た
船
橋
市
史
編
さ
ん
室
の
綿
貫
啓
一
氏
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（
詔
）
村
方
出
入
六
四
号
。

（
弱
）
年
貢
二
二
六
号
。

（
帥
）
村
政
三
三
号
。

（
ｇ
年
貢
二
五
七
号
。

（
皿
）
「
船
橋
市
史
」
史
料
編
十
、
三
一
六
～
七
頁
。

（
鉛
）
「
船
橋
市
史
」
史
料
編
十
、
三
一
四
’
五
頁
。

（
“
）
経
営
二
三
号
。

命
）
産
業
七
号
。

（
髄
）
産
業
二
二
号
。

（
亜
経
営
九
八
号
。

（
里
経
営
一
○
四
号

（
的
）
産
業
七
二
号
。
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